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序

本書は，福岡県教育委員会が日本道路公団から委託を受けて，昭和54年度か

ら実施している九州横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の記録であり

ます。

今回の報告書は，昭和62年度から63年度にかけて調査しました朝倉郡朝倉町

長田遺跡の調査結果を「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告」第30集と

して取りまとめたものであります。縄文時代，弥生時代，古墳時代，そして奈

良時代にわたって断続的に形成された集落遺跡であります。

発掘調査の記録としては，十分に満足のいくものではありませんが，本書を

通して地域の文化財並びに歴史に対する認識と理解を深める一助になれば幸い

です。

なお，発掘調査に当たっては，数々のご指導・ご協力を頂いた地元の方々を

はじめ，関係各位に対して心から感謝申し上げます。

平成 6年3月31日

福岡県教育委員会

教育長光安常喜



例ロ

1. 本書は，昭和62年度に福岡県教育委員会が日本道路公団から委託を受けて，

九州横断自動車道建設に伴い破壊される遺跡の発掘調査を実施した長田遺跡

の報告書で，九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告書の30冊目に当たる。

2. 遺構の実測は，井上裕弘，木村幾多郎，高田一弘，高瀬セツ子，本石セッ

子，中村光恵，渡辺輝子，後藤カミヨ，矢野静子，牟田冴子氏の協力を得た。

写真撮影は木村が行い，空中写真撮影はフォト・オオッカの協力を得て実施

した。

3. 出土遺物の整理は，岩瀬正信氏の指導のもとに文化課甘木発掘調査事務所

で行った。また，鉄器の保存処理は九州歴史資料館の横田義章氏が行った。

4. 出土遺物の写真撮影は，九州歴史資料館の北岡伸一氏が行った。実測は井

上，木村の他に，甘木発掘調査事務所の大野愛里，渡辺輝子氏の協力を得た。

5. 製図は，甘木発掘調査事務所の近藤美恵子氏の協力を得た。また，遺構図

の断面作成と図面のレイアウトは渡辺氏の協力を得た。

6. 製鉄関連遺構出土の鉄滓の科学的分析については新日鉄大沢正巳氏に依頼

し，今回，玉稿を頂いた。記して謝意を表します。また，大分市歴史資料館

長の木村幾多郎氏には公務の忙しい中を執筆頂いた。更に，谷部のドングリ

貯蔵穴から出土した種子の同定を県林業試験場専門研究員猪上信義氏にお願

いし，快く引き受けて頂いた。併せてお礼申し上げます。

7. 本書の執筆は，大沢，木村，井上が分担した。

8. 本書の編集は，井上が行った。
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I 調査の経過

長田遺跡は，九州横断自動車道関係の第33地点 (STA218+110-218+80) として登録され

ていた地点で，山田のサービスエリアにあたる。昭和62年4月に実施した試掘調査の結果では，

縄文土器や古墳時代の竪穴住居跡をはじめ，土城や多数のピット群が検出され，縄文時代や古

墳時代の集落の存在が予想された。

調査は，昭和62年11月12日から開始し，厳寒期の調査となったが，終了したのは翌年度の63

年 5月18日であった。遺跡は，麻底良山から南に派生する尾根の裾部に八つ手状に広がる台地

のA・B両地区に分布している。調査は， B地区が溜池建設予定地ということもあって先行し

て調査することになった。

調査の結果は，全体として希薄であったものの縄文時代晩期を中心とした不整形の土墟が狭

い台地上から36基検出された。引き続き実施したA地区からは，縄文時代晩期の竪穴住居跡 1

軒をはじめ，晩期の竪穴遺構4基，土城13基，さらに，舌状台地の付け根部にあたるところか

らは縄文時代の谷部が検出され，そこからはドングリを水漬けの状態で貯蔵した縄文時代晩期

の貯蔵穴が発見され，この地域では珍しい発見となった。また，弥生時代前期後半の竪穴住居

跡 1軒，住居跡と同時期の貯蔵穴と思われる土城45基，時期は不明であるが弥生時代のものと

思われる不整形の土城 1基，古墳時代のものとしては， 6世紀後半の竪穴住居跡が15軒，奈良

時代のものと思われる製鉄炉跡 1基と製鉄貯蔵庫 1基，溝 1条が検出された。

特に，奈良時代のものと思われる製鉄関連遺構は，隣接する第34地点（金場遺跡）に製鉄と

関連する「金場」という字名が残っていることは，この遺構との関係で大変興味深いことであ

る。

また，調査中には地磁気測定調査を島根大学理学部伊藤晴明教授，時枝克安助教授にしてい

ただいた。その結果については，別の機会にして戴くことにした。更に，製鉄関連遺構出土の

鉄滓の化学的分析については新日鉄の大沢正已氏にお願いした。

なお，発掘調査にあたっては，朝倉町教育委員会，町建設課並びに調査に参加された地元の

方々には多大なご援助，ご協力を頂いた。記して謝意を表します。

昭和62・63年度の調査関係者と平成 5年度の整理関係者は下記の通りである。

日本道路公団福岡建設局

局長

次長

総務部長

昭和62年度

杉田美昭

吉岡康行

安元富次

昭和63年度 平成 5年度

杉田美昭 中島英治（前任）

吉岡康行 渡辺国凡（前任）

進 哲美 三重野堅二（前任）
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管理課長 副島紀昭 副島紀昭 江良信弘（前任） 九津見朝信

管理課長代理 三野徳博 荒木恒久 塚本文康（前任） 岡 芳則

日本道路公団福岡建設局甘木工事事務所

所長 風間 徹 風間 徹

副所長 西田 功 西田 功

副所長 友田義則 友田義則（技術担当）

庶務課長 徳永 双ふ 大河尋光

用地課長 松尾伸男 松尾伸男

工務課長 後藤二郎彦 豊里栄吉

，朝倉工事長 上野 満 上野 満

杷木工事長 小沢公共 小沢公共
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文化課参事 松尾正俊

柳田康雄

文化課長補佐 平 聖峰 平 聖峰 清水圭輔

文化課長技術補佐宮小路賀宏 宮小路賀宏
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藤田マスミ 木下千寿子

林 良枝 林ムツ子

丸山喜代子 浦フミコ

渡辺輝子 牟田冴子

沢田俊夫 久保正志

伊藤晴明

時枝克安

大沢正巳

柳田康雄（兼）

井上裕弘（兼）

木下 修

中間 研志（現福岡教育事務所技術主査）

佐々木隆彦（九州歴史資料館参事補佐）

伊崎俊秋（現南筑後教育事務所技術主査）

小田 和利（現九州歴史資料館主任技師）

水ノ江和同

木村幾多郎（現大分市歴史資料館長）

日高 正幸（現小石原村教育委員会）

高田一弘

武田 光正（現遠賀町教育委員会）

佐土原逸男

岩瀬正信

安岡克之 山口 淳 高瀬岩男

丸山幾 子 丸山フミ子 浦 文子

半田エ ッ 大熊キクエ 安岡よし子

藤井スミェ 林ノブカ 井上シゲノ

林美津子 上村梅子 大内田千江美

梅尾一 枝 妹川ミドリ 大内田百合子

甘木発掘調査事務所（遺物整理作業員）

中塩屋リツ子 小島佐枝子 石井紀美子

高瀬照美

宮田ゆみ

渡辺輝子

西田美代子

尾座本康子

藤井カオル

大野愛里

塩足里美

近藤美恵子
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II 位置と環境

長田遺跡は，福岡県朝倉郡朝倉町大字山田字長田にあり，狭い谷を挟んでA・Bの二地点に

所在している。

遺跡は，馬見山・ 釈迦ヶ岳といった山塊から南にのびる朝倉低山地の一つ，麻底良山（標高

294.9m) から派生した低丘陵上に形成されている。この八つ手状に延びた丘陵上には，縄

文・弥生・古墳・奈良時代といった各時期の集落跡や墓地群などが多数分布している（第 3

図）。

今回，調査した長田遺跡から発見された遺構は，縄文時代晩期の竪穴住居跡をはじめ，後期

から晩期の竪穴状遺構群， A・B地区併せて40数基からなる土城群，縄文時代の谷部とドング

リの貯蔵穴群，弥生時代のものとしては竪穴住居跡 1軒や竪穴遺構， 40数基からなる土城群，

この遺跡の中心をなす時期である古墳時代後期の竪穴住居跡15軒などが発見されている。その

他にも奈良時代のものと考えられる製鉄炉跡や砂鉄貯蔵穴も珍しい発見となった。

この周辺における縄文時代後・晩期の遺跡は，近年の九州横断自動車道の発掘調査が進む中

で，各地で小規模ではあるがこの時期の集落遺跡が発見されてきた。主な遺跡としては西から

治部ノ上遺跡・長島遺跡・鎌塚遺跡・ 金場遺跡・笹隈遺跡など多くの遺跡が知られるようにな

った。また，弥生時代前期の遺跡としては，この地域の一大集落である上の原遺跡をはじめ，

長田遺跡の西側に近接する鎌塚遺跡，弥生時代初期の集落遺跡として注目された畑田遺跡など

がある。

一方，本遺跡の中心をなす古墳時代後期の集落遺跡については，周辺の山麓に集中する後期

の群集墳に比較して，ほとんど発見されていないのが現状であり，極めて奇異な事象である。

主な遺跡としては，治部ノ上遺跡・長島遺跡・外之隈遺跡などが知られる程度で，規模も小規

模のものが多く，群集する古墳群に対して数が少ない状況である。集落立地の問題も含めて，

今後の大きな課題であろう。そのような意味でも本遺跡におけるこの時期の集落の発見は貴重

な発見といえるだろう。

この地域一帯の歴史的環境については，九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告書第18・

20・22集にも，既に詳しく記述しているところであり，参照されたい。

註 1 井上裕弘編「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告」 18 福岡県教育委貝会 1990 

註 2 井上裕弘編「九1'1-1横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告」 20 福岡県教育委員会 1991 

註 3 井上裕弘編「九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告」 22 福岡県教育委員会 1992 
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上の原遺跡
長島遺跡
山ノ神遺跡
稗畑遺跡
志波桑ノ本遺跡
曲谷古墳群
宮地獄古墳群
伝朝倉宮跡
奈良ヶ谷古墳群

21D 
27. 
31. 
36. 
40. 
62. 
67. 
73. 
80. 

22C. 
28. 
33. 
37. 
41. 
63. 
68. 
75. 
81. 

孤塚遺跡
中妙見遺跡
長田遥跡
大迫遺跡
志波岡本遺跡
上梨木古墳群
北八坂古墳群
小隈古墳群
山田柳古墳群

22AB. 治部ノ上遺跡
29A. 原の東遺跡
34. 金場遺跡
38. 外之隈遺跡
42. 江栗遺跡
64. 烏集院 1号墳
69. 宮野 A古墳群
76. 上須川古墳群
88. 恵蘇八幡宮古墳群

跡
跡
跡
跡
群
墳
群
群
墳

遺
遺
墳
古
墳
墳

遺

遺

古

古

古

山
神
塚

山
裏
古
獄

蘇
町
熊
地
葉
ノ

田
塚

才
鎌
恵
中
古
宮
降
山
剣

塁

臨

碑

肛

郎

江

烈

i

23. 座禅寺遺跡
29B. 妙見古墳群
35A. 上ノ宿遺跡
39A. 杷木宮原遺跡
58. 山田古墳群
65. 孤塚古墳
70. 宮野 B古墳群
77. 山後山古墳群
90. 山田ウラ山古墳群

第 3
 

図 周辺遺跡分布図 (1/50,000) 
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Ill 
A地区の遺構と遺物

検出された遺構は，縄文時代晩期の竪穴住居跡1軒をはじめ，後期から晩期の竪穴状遺構 4

基，土城14基，縄文時代の谷部とドング・リの貯蔵穴 3基，弥生時代前期の竪穴住居跡 1軒，同

じ前期のものと思われる竪穴状遺構 6基と土城45基，時期は明確ではないが弥生時代のものと

思われる不整形の土城 1基もある。古墳時代のものとしては，後期の竪穴住居跡15軒，その他

に奈良時代のものと思われる製鉄炉跡 1基と砂鉄を貯蔵した土城 1基，鉄滓がかなり出土した

奈良時代の溝 1条などが発見された。断続的ではあるが，縄文時代から奈良時代にわたって連

綿として形成された集落遺跡である。

1. 縄文・弥生時代の遺構と遺物

竪穴住居跡

7号竪穴住居跡（図版4, 第 5図） 調査地区中央北側から検出された不整楕円形プランの

小型の竪穴住居跡である。床面中央にば炉跡と思われる土城があるが，若干の炭化物と焼土が

検出されているだけである。床面はあまり堅く敲きしめられていないが，柱穴と思われるピッ

トは炉跡の周りに巡る Pl

-P6の六本と思われる。

住居の規模は，東西332cm, ' 
南北297cm, 壁高は40cmを

測る。遺物としては縄文時

代晩期の土器少量と黒曜

(1) 

石・サヌカイト・チャート

片数点が出土しただけであ

る。

出土遺物（図版73・74,

第 6・7図）

縄文土器 (1-11) 

めの刻目突帯文土器 (7)

を含む土器が検出されてい

1・2は精製浅鉢形土

太

る。

器小片であるが， 1は強く

外反する頸部を持ち口縁端 第

◎ 
'(g 

p3 ◎ 

,, ◎ ◎◎匹

◎ 
◎◎ 

P, @◎氏

◎氏

@ 

5
 

図

E
0
0
0
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7号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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第 6 図 7号竪穴住居跡出土縄文土器実測図 (1/3)
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部は肥厚するが内面の

段は明瞭でない。 3-

9は粗製深鉢の破片で，

条痕調整が残る。 6は

口唇部に突起が認めら

れる。刻目突帯文を含

むものの晩期中頃の黒

川式と山ノ寺式の間に

位置づけられる。

石器（第 7図15,

表 1) 黒曜石製の石

／ 

pg唸。 "゚'"' 
0)為 (:JO 0 

111~o'ri 
◎ 屯

Pe 

ノ 髯゚
Q aJ 、ゎぶ。

,<lQ"'ii 
Q 

錐で，先端部に擦痕が

認められる。

12号竪穴住居跡（図

版 5' 第 8図） 発掘

区西端部で検出された

不整円形プランの竪穴

住居跡である。床面は

全体に良く敲きしめら

れていて，柱穴は壁際

に巡る 9本が検出されたものの，西と南壁側で柱穴が不明な部分がある。また，炉跡について

も不明である。住居の規模は，東西392cm, 南北430cm, 壁高27cmを測る。遺物としては弥生前

期の壺．甕・ 鉢などの土器少量と石器 1点が出土している。

出土遺物（図版75・88, 第 9・10・26図）

弥生土器 (1-10) 内傾した口縁部外面に凸帯が巡る甕の口縁部付近の破片資料で，凸帯

には刻目が施されている。調整は口縁部内外をヨコナデ，体部内面ナデ，外面は器面風化のた

め不明である。色調は外面黄橙色，内面黒褐色を呈し，焼成も良好である。 2-4は如意形口

縁の甕の破片資料で， 2の口唇部外面には刻目が施されている。口径 2が20.6cm, 4が24cmを

測る。調整は 2が胴部外面刷毛，内面ナデ，口縁部内外はヨコナデで仕上げていて，他は風化

のため不明である。いずれも胴部外面上半にば煤の付着がみられる。 5-7は如意形口縁下に

ヘラ描き沈線が巡る甕の胴部上半の破片資料で，復原口径 5が20.2cm, 6が23cm, 7が25cmを

測る。調整は 5が胴部外面刷毛，内面ナデ，口縁部内外はヨコナデで仕上げている他は風化の

ため不明瞭である。口縁部付近外面には煤の付着が著しい。色調は 5が茶褐色， 6・7が橙褐

゜

6 

12 

~ 三
第 8 図 12号竪穴住居跡実測図 (1/60)
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第 9 図 12号竪穴住居跡出土縄文・弥生土器実測図 (1/4)

色を呈し，焼成も良い。 8は胴部下半の資料で，底径7.8cmを測る。調整は風化のため不明瞭

だが，胴部外面刷毛，内面ナデて仕上げている。色調は赤褐色で，焼成も良い。 9は如意形口

縁の鉢で，口径18.8cm, 器高10.8cmを測る。調整は胴部外面刷毛，内面ヘラ磨き，口縁部内外

はヨコナデで仕上げており，色調は黄灰色を呈し，焼成良好である。 10は単口縁の鉢で，内外

-10 -



ともヘラ磨きで仕上げた作りの良い土器である。色調は橙

灰色を呈し，焼成も良好である。口径17.8cm,器高11cmを

測る。

紡錘車（第10図 1) 径4.5cm, 厚さ 1.6cm, 重さ36.2g 

を測る。片面にはヘラ描きによる放射状の沈線が施されて

いる。色調は黄灰色を呈し，焼成も良好である。

石器（第26図4) 河原石を利用した磨石の半欠品で

ある。

(2) 竪穴遺構（図版 6)

1号竪穴（図版 6, 第11図） 発掘区北東端部から検出

された長方形プランの大型の竪穴である。底面からは 7個

のピットが検出されたが，柱穴としての配列はみられない。

埋土からは少量の弥生土器が出土しただけである。竪穴の

規模は，東西343cm,南北443cm,壁高23cmを測る。

出土遺物（第12図）

-0-
□□2 

□ 3・ LL  3cm 

第 10 図紡錘車実測図 (1/2)

弥生土器 (1) 甕の底部破片で，復原底径3.8cmを測る。調整は器面風化のため不明。色調

は外面黄橙色，内面淡褐色を呈し，焼成も良好である。

2号竪穴（図版 7, 第11図） 1号竪穴の南から検出された不整方形プランの竪穴で，南壁

は3号竪穴に切られている。埋土からは縄文土器破片が少量出土した。規模は現存部で，東西

200cm, 南北175cm,壁高21cmを測る。

出土遺物（図版76, 第13図）

縄文土器 (1) 粗製浅鉢形土器の口縁部片で，内外とも条痕調整が残る。口唇部がややふ

くらみ気味に丸くおさまっている。

3号竪穴（図版 7' 第11図） 2号竪穴と 9号竪穴を切った状態で検出された長方形プラン

の竪穴である。底面からはピットが西壁側から 2個検出されている。埋土からは弥生土器が少

量出土した。規模は東西230cm,南北310cm,壁高28cmを測る。

出土遺物（図版75, 第12図）

弥生土器 (2-8) 2-4は壺の底部付近の資料で，底径は 2が6.2cm, 3が8.2cm, 4が

9.2cmを測る。調整は 2の内面ナデ仕上げの他は，器面風化のため不明である。色調は 2が黄

褐色， 3が暗褐色， 4が赤褐色を呈し，焼成も良好である。 5-8は甕の口縁部付近の破片資

料で， 5は如意形口縁， 6は如意形口縁下に 2条のヘラ描き沈線が巡る甕， 8は口縁端部外面

に三角凸帯が付く甕である。 7は口縁下に三角凸帯がめぐるタイプである。調整は 6がヨコナ

デ仕上げの他は風化のため不明である。色調は 5が茶橙色， 6が暗茶褐色， 7が灰褐色， 8が

-11-
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第 12 図 竪穴出土弥生土器実測圏 (1/4)

黄褐色を呈し，焼成も良好である。

靡//IllI I/// 

了三5

<——
6 

胴ロ

20cm 

4号竪穴（図版 7' 第14図） 3号竪穴の南東から検出された長方形プランの竪穴で，中央

部は新しい溝で壊されている。底面からはピットが11個検出されたが，柱穴かどうか不明であ

る。埋土からは縄文土器破片が少量出土した。規模は東西283cm, 南北248cm, 壁高10cmを測る。

出土遺物（図版76, 第13図）

縄文土器 (2) 粗製浅鉢形土器の胴部破片で，外面に横位の条痕が残る。

5号竪穴（図版 8' 第14図） 4号竪穴の西側から検出された不整方形の竪穴で，規模は東

西310cm,南北345cm,壁高10cmを測る。埋土からは遺物などは何等出土しなかった。

6号竪穴（図版 8' 第14図） 5号竪穴の北側にあり， 23号土城に北東隅を切られた状態で

検出された長方形プランの小型の竪穴である。埋土からは縄文土器破片が多数と少量の弥生土

器破片が出土している。少量の弥生土器破片については弥生前期の土城である23号土城に伴う

ものと思われる。規模は東西185cm, 南北203cm,壁高40cmを測る。

出土遺物（図版76・82, 第12・13図）

-13 -



ー

nHH‘ 
H
H仏¥9 

り／＇
Inu’ 

r
 

ふ
F,

．

り
灯
甘
μ,11

什
H
U
'

10cm 

逸歪:,,,;~ f. 遠醐逃迦r,・一

疇ー”ジ仄 喜窃f追競翠3
奏~＿芦攀羹―

・デ疇＼、 15
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図 4-7号竪穴実測図 (1/60)

縄文土器（第13図3-13) いずれも粗製浅鉢形土器であるが， 13は後期の粗製深鉢胴部片

としても良いが，他の土器からすれば晩期前半の土器に入れるべきであろう。

弥生土器（第12図9・10) 9は原初的な T字状口縁の甕の口縁部付近の破片資料である。

色調は黄褐色を呈し，焼成も良好である。 10は甑の胴部下半の資料で，底部には焼成後の穿孔
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が 1孔みられる。調整は胴部外面刷毛，内

面ナデで仕上げている。色調は黄灰色で焼

成も良い。底部の径は6.85cmを測る。

7号竪穴（図版 9' 第14図） 52号土城

の西側にあって，南側の大半を畑の開削に

より消失している竪穴である。底面からは

縄文土器片が少量出土した。規模は現存部

で東西268cm,南北180cm,壁高20cmを測る c

8号竪穴（図版 9' 第15図） 発掘区東

南端で検出された竪穴で，西側は台地の崖

で，南側は畑の開削で消失している。埋土

からは少最の縄文土器と弥生土器片が出土

した。規模は現存部で東西205cm,

255cm, 壁高30cmを測る。

9号竪穴（図版10, 第11図）

に切られた状態で検出された長方形プラン

の竪穴である。埋土からは多量の弥生土器

と少量の縄文土器破片，スクレイパー，多

量の炭化物などが出土した。規模は東西

220cm, 南北321cm,壁高33cmを測る。

出土遺物（図版74・76,第12・13・25図）

弥生土器 (11-13) いずれも甕の破片

資料である。 11は如意形口縁， 12は如意形

口縁下に 1条の三角凸帯が巡る甕で，復原

口径12は24cmを測る。調整は12の胴部外面

が刷毛の他は器面風化のため不明である。

色調は11が茶褐色， 12が橙褐色， 13が黒褐

色を呈し，焼成も良い。

縄文土器（第13図14・15) 14は精製浅

鉢形土器の胴部片，口縁端部近くに内外面に 1条の沈線を巡らす晩期前半（黒川式）

ある。 15は小破片のため傾きに不安が残る。

南北

3号竪穴

5
3
.
3
0
m
 

ヽ

10 

53.30m 

゜第 15 

5
1
.
1
0
m
 

51.10m 

図 8・10号竪穴実測図 (1/60)

の土器で

石 器 （第25図12, 表 1) 横剥ぎの剥片の一方の長辺に刃部加工したサヌカイト製のスク

レイパーである。
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10号竪穴（図版10, 第15図） 2号竪穴の北側から検出された竪穴で，南東隅を30号土城に

切られている。底面からは楕円形プランの土城とピット 1個が検出された。埋土からは縄文土

器片少量と石鏃が出土した。規模は東西183cm, 南北200cm,壁高10cmを測る。

出土遺物（第 7図）

石器 (12) サヌカイト製の正三角形の石鏃である。

(3) 土城（図版11)

1号土堀（図版11, 第16図） 発掘区中央西端から検出されたもので，西側は開削で欠失し，

南側は未掘の土壊である。遺物としては壺・甕などの弥生土器破片が底面より少し浮いた状態

で出土した。

出土遺物（図版77, 第17・18図）

弥生土器 (1-4) 1は壺の頸部の破片資料である。調整は内外とも丁寧なヘラ磨きで仕

上げている。色調は暗橙褐色を呈し，焼成も良い。 2-'--4は甕で， 2が胴部上半， 3が口縁部

付近， 4は底部の破片資料である。 2.・3は如意形口縁の甕で， 2の口唇部には刻目が施され

ており，復原口径は23cmを測る。調整手法は両者とも器面の風化が著しいため不明である。 4

は復原底径 8cmで，調整は風化のため不明。色調は 2が褐色， 3が橙褐色， 4が黄橙色を呈し，

焼成も良好である。

縄文土器（第18図 1-7) 1・2は精製浅鉢， 3 -7は粗製鉢形土器である。 1は口唇部

内外面に痕跡的に 1条の沈線を巡らしている。 7は内外面とも条痕調整の残る深鉢形土器であ

るが，胴部でわずかに屈曲し外反気味に立ち上がり，口唇部はわずかに肥厚している。いずれ

も突帯文出現以前の黒川式に続く土器である。いずれも混入品である。

2号土堀（図版12, 第16図） 1号土墟の南西， 12号竪穴住居跡の西側から検出された不整

長方形の土城で，東と南側にテラスを有し，底面にはピットが穿たれている。規模は長径

163cm, 短径108cm, 深さ35cmを測る。遺物は底面よりかなり浮いた状態で壺・甕などの弥生土

器破片と縄文土器片が少量出土した。

出土遺物（図版77・82, 第17・18図）

弥生土器 (5・6) 5は甕の胴部上半， 6は蓋の鉦部の資料である。 5は強く屈折する如

意形口縁の甕で，口縁下に 1条の三角凸帯を有し，口唇部には刻目が施されている。調整は器

面の風化が著しいため不明である。復原口径は27.6cmを測る。色調は淡橙褐色を呈し，焼成も

良好である。

縄文土器（第18図8・9) 8は精製土器の範疇に入るが，調整は丁寧でない。鉢形土器で

ロ唇部が肥厚するのみで沈線はない。 9は粗製鉢形土器胴部片で内外に条痕整形が残る。いず

れも混入品である。

3号土塀（図版4, 第16図） 12号竪穴住居跡の南から検出された円形プランの土堀で，上
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第 16 図 1-4号土城実測図 (1/40)
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第 18図 土城出土縄文土器実測図① (1/3) 

面では長径116cm, 短径108cm,深さ42cmを測る。埋土中には底面よりかなり浮いた状態で集石

がみられた。遺物は縄文土器片が若干出土した。

出土遺物（図版77, 第18図）

縄文土器(10) 口唇部内外面に 1条の沈線を巡らす精製浅鉢形土器である。晩期中頃黒川式
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併行の土器である。

4号土壊（図版12, 第16図） 1号土墟の東側から検出された二段掘りの土城である。上は

隅丸長方形で，下は底面円形プランを呈し，断面袋状をなす土壊である。上面で長径183cm,
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図 5-8号土城実測図 (1/40)
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短径112cm, 底面で長径136cm, 短径128cm, 深さは上から102cmを測る。遺物は埋土中より壺．

甕などの破片が少景出土しただけである。

出土遺物（図版82, 第17図）

弥生土器 (7-11) 7は壺の胴部下半， 8 -11は甕で， 8・10が口縁部付近， 9が胴部下

半， 11が底部の資料である。 7は内外ともナデ仕上げで，色調は橙茶褐色を呈し，焼成も良好

である。復原底径は7.6cmを測る。 8は如意形口縁， 10は口唇部に三角凸帯を付した甕で，口

縁端部には刻目を施している。 11は内外ともナデ調整で仕上げており， 9は器面の風化が著し

く調整は不明である。口径 8が21cm, 底径 9が8.6cm, 11が7.4cmを測る。色調は 8・10が褐色，

9が橙黄色， 11が黄褐色を呈し，焼成も良好である。 8の外面にば煤の付着がみられる。

5号土壊（図版13, 第19図） 4号土堀の南側から検出された土城で，底面形は楕円形プラ

ンを呈し，断面は袋状をなす。埋土中からは壺．甕・鉢などの弥生土器が多数出土した。底面

は長径130cm, 短径110cm, 深さ96cmを測る。

出土遺物（図版82, 第17・20図）

弥生土器 (12-30) 12-15は壺で， 12は口頸部， 13-15は底部の資料である。口頸部の段

が不明瞭で，頸部が太い壺で，復原口径15cmを測る壺である。調整は器面風化のため不明。 13

は小型， 14・15は大型の壺の底部で，底径13が5.8cm, 14が復原底径8.4cm, 15が9.8cmを測る。

調整は内面ナデ，外面は13がヘラ磨き，他は器面の風化が著しいので明瞭ではないが， 14には

刷毛の痕跡を残している。色調は13・15が黄橙色， 14が褐色を呈し，焼成はいずれも良好であ

る。 16-29は甕の破片資料である。 16-20は如意形口縁の甕で，中でも20は最も小型の甕であ

る。調整は17が内外ともヘラ磨き， 18・19がナデ， 20の胴部外面刷毛，内面ナデて仕上げてい

る。 19・20の口唇部外面には刻目が施されている。色調は16が淡橙褐色， 17が褐色， 18が茶褐

色， 19が橙褐色， 20が黒褐色を呈し，焼成も良好である。復原口径16が26.6cm, 20が18.6cmを

測る。 21-23は如意形の口縁下に 1条の凸帯が巡る甕で， 21と22の口唇部と凸帯には刻目が施

されている。 21は復原口径25cm, 残存器高19cmを測る。調整は21の胴部外面刷毛，内面ナデで，

21・22とも口縁部内外ヨコナデで仕上げている。 23は器面風化のため調整は不明。色調は21が

赤橙色， 22が暗橙褐色， 23が橙灰色を呈す。 25は単口縁の甕で，端部をわずかにつまみ出して

いる。調整は胴部外面刷毛，内面ナデ，口縁部内外はヨコナデで仕上げている。 26は胴部下半，

27-29は底部付近の資料で，復原底径26が6.4cm, 27が7.2cm, 28が9.4cm, 29が 7cmを測る。

調整はいずれも胴部が外面刷毛，内面ナデて仕上げている。色調は26・27が橙色， 28が黄褐色，

29が明橙色を呈し，焼成良好である。 30は内外とも刷毛の後ヘラ磨きで丁寧に仕上げた作り

の良い鉢で，復原口径27cmを測る。＇色調は褐色を呈し，焼成も良好である。

6号土堀（図版13, 第19図） 5'号竪穴の床面下から検出された不整長方形プランの土城で

ある。埋土中からは深鉢や浅鉢などの縄文土器破片少量と石錐が出土した。規模は，長径
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117cm, 俣豆径~95cm, i架さ36cmを測る。

出土遺物（図版74・78, 第 7.・21図）

縄文土器 (1-4) いずれも粗製土器であるが， 1は条痕がナデ消されており，幅 5Clllほ

どの粘土帯の接合が明瞭で，やや内傾気味の口縁部を持つ深鉢である。 3・4はやや上底気味

で底部が張り出している。突帯文土器出現以前の土器である。

石器（第 7図7'表 1) 黒曜石製の三角形石鏃である。

7号土堀（図版14, 第19図） 9号竪穴住居跡の床面下から検出された楕円形プランの土堀

で，規模は長径200cm, 短径179cm,深さは14cmと浅い。底面には小ピットが 2個穿たれていた。

埋土中からは少量の縄文土器片が出土しただけである。

8号土堀（図版14, 第19図） 1号土城の南から検出された不整円形の小土城である。埋土

中からは弥生土器片が数点出土しただけである。規模は長径88cm,短径83cm, 深さ 17cmを測る。

出土遺物（図版83, 第20図）

弥生土器 (31) 甕の底部付近の資料で，底径6.7cmを測る。調整は胴部外面粗い刷毛，内面

と外底部はナデて仕上げている。色調は橙褐色を呈し，焼成も良い。

9号土壊（図版15, 第zz図） 2号土城の南から検出された二段掘りの土城で，南と北にテ

ラスを持っており， 2つの土城が重複した可能性もあるが，ここでは一つの土墟と考えておき

たい。埋土中からは壺・甕などの弥生土器破片少醤と炭化物した豆種子が出土した。規模は長

径223cm, 短径216cm,深さ東側で70cm,西側で78cmを測る。

出土遺物（図版78, 第20・21図）

弥生土器 (32・33) いずれも壺の破片資料で， 33は胴部破片， 32は底部を欠く資料である。

32は頸部の太い壺で，頸部に 2条，肩部に 2条のヘラ描き沈線が巡り，その間に 5条を単位の

縦ヘラ描き文が施されている。復原口径18.4cm,胴部最大径24cm,残存器高19cmを測る。調整

は内外とも器面の風化が著しいため不明である。 33は胴部に 2条のヘラ描き沈線が巡る壺で，

内面ナデ，外面ヘラ磨きした作りの良い茶褐色を呈す土器である。

縄文土器（第21図 5-10) 5 -7は後期太郎泊式に相当する土器で，口縁と胴部の破片で

ある。 10は黒川式の粗製浅鉢であり， リボン状突起が付くものと思われる。いずれも混入品で

ある。

10号土堀（図版15, 第22圏） 5号土城の南から検出された底面不整円形プランの土堀で，

断面は強い袋状をなす。埋土中からは壺・ 甕などの弥生土器破片が少量出土した。規模は底面

で195X195cm,深さは70cmを測る。

出土遺物（図版78・83, 第20・21図）

弥生土器 (34-42) 34は肩部に 2条のヘラ描き沈線が巡る壺の破片資料である。外面刷毛

の後，ナデ，内面はナデ仕上げで，色調は橙灰色を呈し，焼成も良好である。 35は壺の底部で，
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復原底径10.4cmを測る。 36-38は如意形口縁の甕で，口唇部には刻目が施されている。調整は

37・38は胴部外面刷毛，内面ナデ， 38の口縁部内面は細かい刷毛， 36は内外ともナデて仕上げ

ている。 38の外面上半には煤の付着がみられる。色調は36が橙褐色， 37が茶褐色， 38が暗橙褐

色を呈す。 39は単口縁の甕で，口唇部を内外につまみ出し気味に仕上げている。調整は胴部外

面刷毛，内面ナデ，口縁部内外はヨコナデしている。色調は橙褐色を呈し，焼成も良好である。

40・41は底部付近の資料で，復原底径40が6.6cm, 41が6.7cmを測る。調整は41の外面に刷毛の

痕跡を残す他は風化のため不明である。 41の内面には炭化物が付着している。色調は40・41と

も黄橙色を呈し，焼成も良い。 42は蓋の裾部付近の破片資料である。調整は体部外面粗い刷毛，

内面はナデで各所に指頭圧痕を残している。色調は橙黄色を呈し，焼成も良好である。

縄文土器（第21図11・12) 11は精製浅鉢形土器の外反する口縁部で，頸部外面に 1条の沈

線がまわる。端部は丸くなる。 11は条痕の残る粗製鉢形土器片である。いずれも混入品である。

11号土堀（図版11・16, 第22図） 10号竪穴の南から検出された長方形プランの土墟で，南

西隅を 6号竪穴住居跡に切られている。埋土中からは浅鉢や深鉢などの縄文土器破片多数と石

匙，磨石などが出土した。規模は長径140cm, 短径122cm, 深さ24cmを測る。

出土遺物（図版79, 第24・25・26図）

縄文土器 (1-13) いずれも突帯文土器出現直前から出現期の土器群と思われる。 1-

4・12は精製浅鉢形土器で， 5-9は粗製鉢形土器， 10・11は粘土円板貼付の底部で， 13は組

織痕土器である。精製浅鉢は口縁部下の沈線が見られず，頸部・肩部の屈曲も角張っている。

13の組織痕土器はボール形浅鉢胴下半部に径緯幅 5X 6 mmの粗い組織痕が残っている。

石器（第25図10.第26図 1' 表 1) 10はつまみに扶りがなく立ち上がるサヌカイト製の

石匙で，刃部加工は粗い。 1は磨石である。

12号土堀（図版11・16, 第22図） 12号土城の西側から検出された底面不整円形プランの土

城で，断面は袋状をなす。埋土中からは壺・甕などの弥生土器破片と縄文土器片が少量出土し

た。規模は底面で長径120cm, 短径111cm, 深さ70cmを測る。

出土遺物（図版80, 第23・27図）

弥生土器 (43-47) 43・44は壺で， 43が頸部から胴部上半の破片資料である。肩部に 1条

の沈線が巡り，頸部に縦描きの 3条ヘラ描き文を施している。 44は底部付近の資料で，復原底

径7.8cmを測る。調整は44が内外ともナデ仕上げで， 43は器面風化のため不明である。 45-47

は甕で， 45は如意形口縁下に 1条の凸帯が付く甕である。 46・47は平底の底部資料で，底径46

が 7cm, 47が7.2cmを測る。調整はいずれも器面の風化が著しいため不明である。色調は43が

黄灰褐色， 44が橙褐色， 45が黄橙色， 46が橙黄色， 47が黄褐色を呈し，焼成は良好である。

縄文土器（第27図 1-4) 精製土器 (1・3),粗製土器 (2・4)があり， 1は口縁部内

外面に 1条の沈線がめぐり端部は丸くなる。 3は外反した口縁端部は肥厚せず沈線もなく角
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張っている。 4は外面に粗い条痕を残している。いずれも混入品である。

13号土堀（圏版11・17, 第28図） 12号土墟の西側に隣接して検出された長方形プランを呈

すと思われる土墟で， 39号土墟を切って作られたものである。東壁と西壁の断面は袋状をなし，
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埋土はレンズ状に堆積している。埋土からは壺．甕などの弥生土器や黒曜石片多数と炭化物が

少量出土した。

出土遺物（図版80・83, 第23・27図）

弥生土器 (48-55) 48は壺の口縁部の小破片で，外面の段は不明瞭である。 49・50は如意

形口縁， 51は如意形口縁下に段を有するもの， 52は如意形口縁下に 1条の凸帯が付された甕，

53は口縁部に三角凸帯が付されたもの， 54・55は甕の底部付近の資料である。 49・51-53のロ

唇部外面と52の口縁下の凸帯には刻目が施されている。調整は51・52が胴部内外ともナデ，ロ

縁部内外をヨコナデで仕上げている。 50は胴部内面下半をナデて仕上げている他は，器面風化

のため調整は不明である。色調は53が淡橙灰色の他は，いずれも茶褐色を呈し，焼成も良好で

ある。 50は復原口径24.2cm, 器高19.2cm, 51は口径22.8cmを測る。 51の胴部上半には煤の付着

がみられる。 54は小形の甕で，復原底径 4cm, 55は8.2cmを測る。調整は内面ナデ，外面は風

化のため不明である。色調は橙褐色， 55は橙黄色を呈し，焼成も良い。 55の内面には炭化物の

付着がみられる。

縄文土器（第27図5・6) 6は精製浅鉢形土器の小破片で，口縁内外面に 1条の沈線を巡

らす。 5は粗い刻目突帯を口縁部外面に接して持つ深鉢形土器で，屈曲して内傾する。屈曲部

での刻目の有無は明確でないが，この破片からすれば無いと思われる。いずれも混入品であ

る。

14号土堀（図版11, 第28図） 12号土猥の北側から検出された土城で，底面のプランは不整

円形を呈し，断面は北西壁側が穿つている。埋土中からは壺・甕等の弥生土器破片が少量出土

した。底面の規模は長径82cm, 短径80cm, 深さ83cmを測る。

出土遺物（図版83, 第23図）

弥生土器 (56・57) 56は大型の壺の底部付近の資料で，底径12.2cmを測る。調整は内外と

もナデ仕上げで，色調は橙黄色を呈し，焼成良好である。 57は甕の底部付近の破片で，復原底

径 9cmを測る。調整は胴部外面刷毛，内面・外底部ナデ仕上げで，色調は橙黄色を呈し，焼成

も良い。

15号土堀（図版11, 第28図） 14号土城の北西から検出された底面形が不整円形プランを呈

す土城である。埋土中からは底面より浮いた状態で壺・甕等の弥生土器破片が少量出土した。

規模は底面で長径121cm, 短径113cm, 深さ84cmを測る。

出土遺物（図版83, 第23図）

弥生土器 (58・59) 58は壺の底部付近の資料で，底径7.2cmを測る。調整は内外ともナデ仕

上げで，色調は黄灰色を呈し，焼成も良い。 59は甕の底部破片で，復原底径7.7cmを測る。調

整は風化が著しいため不明だが，内面には炭化物の付着がみられる。色調は橙黄色を呈し，焼

成良好である。
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16号土堀（図版18, 第28図） 15号土城の北西から検出され土堀で，底面のプランは不整円

形を呈す。埋土中からは壺．甕等の弥生土器破片が底面よりかなり浮いた状態で多数出土した。

また，磨石も 1点出土している。底面での規模は長径285cm, 短径237cm, 深さ54cmを測る。

出土遺物（図版74・84, 第26・29図）

弥生土器 (60-63) 60は小型， 61は中型の壺で，調整は61が胴部外面刷毛の後，丁寧な縦
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第 30 図 17-19号土城実測図 (1/40)
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ヘラ磨き，内面と外底部はナデて仕上げている。 60は内外とも器面の風化が著しく調整は不明。

色調は60が橙黄褐色， 61が橙色を呈し，焼成も良い。 62・63は如意形口縁の甕で，復原口径62

が20cm,63が21.8cmを測る。調整はともに器面の風化が著しく不明であり，胴部外面上半には

煤の付着がみられる。

石器（第26図2) 扁平に近い河原石を利用した磨石で，平担部を摩擦面として利用して

いる。

17号土堀（図版18, 第30図） 4号土城の北側から検出された底面が楕円形プランの士城で

ある。埋土中からは底面よりわずかに浮いた状態で弥生土器破片が少量出土した。規模は底面

で長径190cm, 短径165cm,深さ52cmを測る。

出土遺物（図版84, 第29図）

弥生土器 (64) 如意形口縁下に 1条の凸帯が巡る甕で，復原口径28cmを測る。調整は内外

とも風化が著しいため不明であるが，内面には指頭圧痕がみられる。色調は橙灰色を呈し，焼

成も良好である。

18号土壊（図版19, 第30図） 5号竪穴住居跡に切られた状態で検出された長方形プランの

小型の土城である。埋土中からは若干の弥生土器片とスクレイパー，少量の炭化物などが出土

しただけである。規模は長径90cm, 短径78cm,深さ29cmを測る。

出土遺物（図版74・84, 第25・29図）

弥生土器 (65) 甕の底部破片で，復原底径9.8cmを測る。調整は器面風化のため不明で，色

調は黄灰色を呈し，焼成も良い。

石器（第25図13) サヌカイト製の横剥ぎ剥片の一方の長辺に刃部加工をしたスクレイ

パーである。

19号土堀（第30図） 16号土城の北側から検出された不整形の土城で， 2つの土墟が重複し

た可能性もあるが，ここでは一つの土城としておきたい。二段掘りの土城で，東壁側がテラス

をなし，西側が一段深くなり長方形の土城を形成する。埋土からは若干の弥生土器片が出土し

ただけである。規模は上面で長径239cm, 短径136cm, 深さ51cmを測る。

20号土堀（図版19, 第31図） 18号土墟の北側から検出された不整隅丸長方形プランの土壊

で， 23号土堀と重複している。埋土中からは若干の弥生土器片が出土しただけである。規模は

現存部で，長径215cm, 短径99cm, 深さ36cmを測る。

21号土塀（図版53, 第31図） 24号竪穴住居跡の下から検出された胴張りの隅丸長方形プラ

ンの土城で，規模は長径140cm,短径106cm, 深さ87cmを測る。埋土中からは深鉢等の縄文土器

破片が少量出土した。

出土遺物（図版80, 第27図）

縄文土器 (7・8) 7・8とも前期曽畑式系最終末に近い土器である。 7は刺突と沈線を
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組み合わせたもの， 8は沈線が雑になったものと思われる。

22号土堀（図版20, 第31図） 7号土城の東にあり， 9号竪穴住居跡に切られた状態で検出

された土墟で，西側の半分は欠失している。埋土からは弥生土器小片が数点出土しただけであ
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第 31 図 20-24号土城実測図 (1/40) 
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る。規模は現存部で，長径115cm, 短径105cm,深さは16cmを測る。

23号土堀（図版19, 第31図） 20号土城と重複して検出された底面プランが不整円形を呈す

る土城で，規模は底面で長径97cm, 短径93cm, 深さ47cmを測る。埋土中からは壺・甕などの弥

生土器破片が少量出土した。

出土遺物（図版84, 第29図）

弥生土器 (66-72) 66は小型壺の胴部下半の資料で，底径 5cm, 現存器高8.4cmを測る。調

整は胴部外面ヘラ磨き，内面ナデて仕上げている。内面には指頭圧痕がみられる。色調は橙色

を呈し，焼成も良好である。 67・68は如意形口縁の甕で， 67の口唇部には刻目が施されている。

調整は外面刷毛の後，ナデて仕上げている。色調は67が褐色， 68が黄灰色を呈し，焼成も良い。

69は如意形口縁下に 1条の凸帯が巡る甕で，調整は器面の風化が著しいため不明である。 70-

72は甕の底部付近の資料で，底径70が7.8cm,71が8.2cm,72が5.4cmを測る。調整は71が不明

の他は，胴部外面刷毛，内面ナデて仕上げている。色調は70が黄橙色， 71が暗橙色， 72が橙灰

色を呈し，焼成も良好である。

24号土堀（図版50, 第31図） 10号竪穴住居跡に切られた状態で検出された不整楕円形プラ

ンの土城で，底面東壁に接してピットが 1個穿たれていた。埋土からは弥生土器小片が数点出

土しただけである。規模は底面で長径142cm, 短径113cm,深さは50cmを測る。

25号土堀（第32図） 16号土城の西側に近接して検出された楕円形プランの小型の土城で，

規模は底面で長径76cm,短径62cm,深さ45cmを測る。埋土中からは甕・鉢などの弥生土器が少

量と石鏃が出土した。

出土遺物（図版74・84, 第 7・29図）

弥生土器 (73・74) 73は復原口径23-25.6cm, 器高12.2-14.9cmを測る鉢で，内外ともへ

ラ磨きで仕上げた作りの良い土器である。色調は橙黄色を呈し，焼成良好である。

石器（第 7図6'表 1) 正三角形に近い黒曜石製の石鏃。

26号土堀（図版20, 第32図） 25号土城の南から検出された小型の土城で，断面はわずかに

袋状をなす。底面のプランは円形を呈し，規模は長径72cm, 短径70cm, 深さ67cmを測る。埋土

からは弥生土器が数点出土しただけである。

出土遺物（図版84, 第33図）

弥生土器 (75) 甕の底部の破片資料で，復原底径 8cmを測る。内底部には炭化物の付着が

みられる。調整は器面の風化が著しいため不明である。色調は黄橙色を呈し，焼成も良い。

27号土堀（図版11, 第32図） 15号土城の東から検出された不整楕円形プランの土墟である。

規模は長径125cm,短径103cm,深さ64cmを測る。遺物は何等出土しなかった。

28号土堀（図版11, 第32図） 27号土堀の北側に近接して検出された小型の土城で，底面の

プランは不整円形を呈し，断面は典型的な袋状をなす。規模は底面で長径87cm, 短径77cm, 深
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第 32 図 25-30号土城実測図 (1/40) 

さ58cmを測る。埋土からは遺物は何等出土しなかった。

29号土堀（図版21, 第32図） 4号土渡の北西から検出された断面袋状をなす土城で， 36号

土城を切って作られている。底面のプランは不整円形で，規模は底面で長径103cm,短径97cm,

深さ87cmを測る。埋土からは弥生土器破片が少量出土した。
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第 33 図 土城出土弥生土器実測図⑤ (1/4) 
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出土遺物（第33図）

弥生土器 (76) 如意形口縁の甕の口縁部破片で，口唇部には刻目が施されている。調整は

内外ともヨコナデ仕上げで，色調は褐色を呈し，焼成も良好である。

30号土堀（図版21, 第32図） 10号竪穴遺構を切った状態で検出された土城で，底面のプラ

ンは楕円形を呈し，断面は袋状をなす。埋土からは縄文土器小片が数点出土した。規模は底面

で長径105cm, 短径87cm,深さ42cmを測る。

31号土堀（第34図） 3号土城の南東から検出された底面楕円形プランの土墟で，規模は底

面で長径103cm, 短径87cm, 深さ20cmを測る。埋土中からは深鉢等の縄文土器破片が底面より

少し浮いた状態で少量出土した。

出土遺物（図版80, 第27図）

縄文土器 (10-12) いずれも粗製鉢形土器であるが， 10は頸部が強く屈曲し，長く直線的

に外反した口縁を持つ深鉢形土器である。 12は口縁端部をやや凹ませる鉢形土器。晩期前半期

に含まれる土器である。

32号土堀（図版22, 第34図） 31号土墟の東から検出された楕円形プランの小さい土城で，

長径112cm,短径72cm,深さ51cmを測る。埋土からは遺物は何等出土しなかった。

33号土堀（図版22, 第34図） 31号土城の北側にあって， 10号竪穴住居跡に切られた状態で

検出された楕円形プランの土墟である。埋土からは縄文土器小片が数点出土しただけである。

規模は長径152cm, 短径110cm,深さ46cmを測る。

34号土堀（図版23, 第34図） 1号土城の東から検出された土城で， 35号土堀を切って作ら

れている。底面のプランは不整楕円形を呈し，断面は袋状をなす。埋土からは弥生土器破片が

数点出土した。規模は底面で長径162cm,短径140cm, 深さ51cmを測る。

出土遺物（図版74, 第26・33図）

弥生土器 (77) 如意形口縁の甕の口縁部小破片で，内外ともヨコナデで仕上げている。色

調は黄橙色を呈し，焼成も良い。

石器（第26図3) 扁平な河原石を利用した磨石で，平坦面を使用している。

35号土堀（図版23, 第34図） 34号土城に切られた状態で検出された不整円形プランの土城

で，埋土からは石塊と若干の縄文土器片が出土した。規模は137Xl37cm, 深さ48cmを測る。

36号土壊（図版21, 第35図） 29号土城に切られた状態で検出された二段掘りの土城で，南

側にテラスが付く。埋土からは弥生土器が少量出土した。規模は上面で長径208cm, 短径138cm,

深さ53cmを測る。

出土遺物（第33図）

弥生土器 {78・79) いずれも壺の底部付近の破片資料である。調整は78の内面がナデの他

は器面の風化が著しいため不明である。色調は78が暗褐色， 79が黄橙色を呈し，焼成良好であ
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る。復原底径78が10.2cmを測る。

37号土撰（図版24, 第35図） 4号土城に切られた状態で検出された二段掘りの土墟で，東

側にテラスを設け，西側が更に深く掘り込まれている。埋土中からは底面よりかなり浮いた状

態で壺．甕などの弥生土器破片や磨石片などが出土した。規模は二段目の底面で長径119cm,

短径90cm, 深さ62cmを測る。

出土遺物（図版85, 第33図）

弥生土器 (80-84) 80-82は壺の底部付近の破片資料で，復原底径80が4.9cm, 81・82が

8.2cmを測る。調整は81・82の内面がナデの他は風化のため不明である。色調は80が黄灰色，

81が橙黄色， 82が淡橙色を呈し，焼成も良い。 83・84は如意形口縁の甕で， 83の口縁下には 1

条のヘラ描き沈線が巡る。 84はほぽ完形の資料で，口径13.7cm, 器高6.7cmを測る小型の甕で

ある。内面全体に炭化物，胴部外面には煤の付着がみられる。調整は内外ともナデて仕上げて

いる。色調は83が淡橙褐色， 84が橙褐色を呈し，焼成良好である。

38号土堀（図版24, 第35図） 2号竪穴遺構を切って作られた不整円形の二段掘りの土城で

ある。底面の規模は長径106cm, 短径94cm, 深さ43cmを測る。埋土からは弥生土器小片が若干

出土しただけである。

39号土堀（図版24, 第35図） 38号土城の北側に近接し， 13号土壊に切られた状態で検出さ

れた不整円形の土堀である。規模は現存部で長径122cm, 短径120cm,深さ60cmを測る。埋土か

らは多数の弥生土器破片と紡錘車などが出土した。

出土遺物（図版88, 第10・33図）

弥生土器 (85-89) いずれも甕の破片資料で， 85-88は如意形口縁を有す口縁部の小破片

で， 88の口縁下には 1条のヘラ描き沈線が巡る甕である。 85の口唇部には刻目が施されている。

調整は器面の風化が著しいためいずれも不明で，色調は85・88が茶褐色， 86が茶橙黄色， 87が

淡褐色を呈し，焼成は良好である。 89は底部の資料で，復原底径6.4cmを測る。調整は内外と

もナデ仕上げで，色調は茶橙色を呈し，焼成は良好である。

紡錘車（第10図2) 径29cm, 厚さ 12-14cm, 重さ 14.3gを測る。色調は黄灰色を呈し，焼

成も良い。

40号土堀（図版25, 第35図） 13号土城に切られた状態で検出された不整楕円形プランの土

城で，埋土中からは弥生土器破片と縄文土器片が少量出土した。規模は現存部で長径180cm,

短径151cm, 深さ46cmを測る。

出土遺物（図版81・85, 第33・36図）

弥生土器 (90・91) 90は如意形口縁の甕の口縁部小破片で，調整は器面風化のため不明で

ある。 91は復原裾部径24cmを測る蓋の資料で，調整は内外ともナデて仕上げている。色調は黄

褐色を呈し，焼成も良好である。

-46-



三

。 43 

5 3.00m 

42 

5 3 .1 Om 

44 

E
O
N
.
C
S
 

ヽ

（＇ ＼ 

45 

゜
第 37 図 41--:--45号土城実測図 (1/40) 

-47-



縄文土器（第36図1) 粗製鉢形土器胴部小片で，内外面に条痕調整が残る。混入品。

41号土堀（図版25, 第37図） 12号土墟の南から検出された小型の楕円形プランの土城であ

る。埋土から遺物などは何等出土しなかった。規模は長径116cm,短径90cm,深さ40cmを測る。

46 

54.20m 

49 

52.20m 

51.4 Om  

48 

53.00m 

゜
2m 

第 38 図 46-49号土城実測図 (1/40)
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42号土壊（固版25, 第37図） 41号土城の西に近接して検出された不整方形プランの土猥で，

規模は長径107cm, 短径100cm,深さ55cmを測る。埋土から遺物などは出土しなかった。

43号土堀（図版26, 第37図） 7号土城の北東， 9号竪穴住居跡の床面下から検出された不

整楕円形プランの小型の土城で，埋土から遺物などは何等出土しなかった。規模は長径101cm,

倍甘蚤81cm,i架さ57cmを測る。

44号土堀（図版26, 第37図） 7号土城の南から検出された不整円形プランの土城である。

埋土中からは縄文土器片や黒曜石片等が少量出土した。規模は長径125cm, 短径102cm, 深さ

22cmを測る。

45号土堀（図版27, 第37図） 3号土城の南側から検出された土堀で，底面のプランは不整

円形を呈す。埋土からは弥生土器破片と共に浅鉢や深鉢等の縄文土器破片が少量出土した。規

模は底面で長径180cm, 短径177cm, 深さ146cmを測る。

出土遺物（図版74・81, 第25・36図）

縄文土器（第36固2) 粗製鉢形土器の口縁部片であり，内外面ともナデ調整がなされてい

る。

石器（第25図15) 杏葉形に近い形をなす半月弧刃石包丁で，刃部は両刃である。中央に

2孔をあける。

46号土壊（図版27, 第38図） 7号住居跡の北東から検出された土城で，平面形は楕円形を

呈し，底面は両小口側一段凹み，中央にテラスを形成する。埋土からは縄文土器破片が少量出

土した。規模は長径115cm, 短径91cmで，深さは15cmと浅い。

出土遺物（図版81, 第36図）

縄文土器 (3-7) 3・4が精製浅鉢形土器， 5 -7が粗製深鉢形土器である。 3は口縁

部内面に浅い 1条の沈線が引かれ端部は丸くなる。 4は胴部から屈曲して幅の狭い肩部を作り

屈曲して外反する浅鉢で，端部はやや角張る。突帯文出現期頃の土器である。

47号土堀（図版28, 第38図） 2号土城の北側から検出された不整円形プランの土城で，底

面北壁側が一段深くなっている。埋土中からは遺物などは何等出土しなかった。規模は長径

125cm, 短径115cm,深さ127cmを測る。

48号土堀（図版28, 第38図） 9号竪穴遺構と 6号竪穴住居跡に切られた状態で検出された

不整楕円形プランの土城で，底面中央には浅いピットがありその両小口にテラスを設けている。

埋土からは遺物などは出土しなかった。規模は長径161cm, 短径81cm, 深さ33cmを測る。

49号土堀（図版29, 第38図） 36号土城の北側に近接して検出された土城で，断面はわずか

に袋状をなしている。底面のプランは不整円形を呈す。埋土中からは少量の弥生土器破片が出

土した。規模は底面で長径140cm,短径111cm, 深さ96cmを測る。

出土遺物（第33図）
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弥生土器 (92・93) 92は壺の底部の破片資料で，復原底径 8cmを測る。調整は風化が著し
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第 39 図 50-53号土城実測図 (1/40)
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いため不明であるが，色調は外面

橙灰色，内面淡橙色を呈し，焼成

も良好である。 93は如意形口縁甕

の口縁部付近の小破片で，内外と

もヨコナデで仕上げている。色調
_A_ 

は黄灰色を呈し，焼成も良い。

B-

50号土塘（図版29, 第39図）

2号土城の東側から検出された底

面楕円形プランの残りの良い土城

である。埋土からは弥生土器破片

が少量出土した。規模は底面で長

径160cm, 短径137cm, 深さ 150cm

を測る。

51号土堀（図版30, 第39図）

8号竪穴住居跡に切られた状態で

検出された底面隅丸長方形プラン

の小型の土壊である。埋土からは

遺物などは何等出土しなかった。

規模は上面で長径130cm, 短径

97cm, 深さ102cmを測る。

52号土堀（図版30, 第39図）

51号土城の南から検出された不整

長方形プランの浅い土城である。

埋土からは若干の縄文土器破片が

出土した。規模は長径133cm, 短

径100cm,深さ17cmを測る。

出土遺物（図版81, 第36図）

縄文土器 (16) やや上げ底気味の粗製深鉢の底部である。

B' 

"' 

7. 茶褐色粘質土（炭多い）

2. 黄灰色粘質土 8. 明茶褐色土（焼土・炭を含む）
3. 黄灰色粘質土 (2層より強い粘質） 9. 4と同じ

4. 暗茶褐色砂礫土 (I層より暗い） JO. 焼土

5. 茶褐色土（炭を含む） II. 黄茶褐色土（焼土・炭）

6. 茶褐色砂礫土（炭を含む） 12. 黄灰色粘土

暗灰色砂礫層

A
 

55.20mA'. 

第 40 図 54号土城実測図 (1/60)

53号土堀（図版31, 第39図） 51号土城の北側にあり， 8号竪穴住居跡に切られた状態で検

出された不整長方形プランの土城で，底面の北東・北西隅には小さなピットが穿たれている。

埋土からは遺物などは何等出土しなかった。規模は長径114cm, 短径55cm, 深さは残りの良い

北側で67cmを測る。

54号土堀（図版31, 第40図） 46号土城の東にあり，一部製鉄炉跡に切られた状態で検出さ
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れた土城で，平面形は「く」字状に屈折した不整楕円形プランを呈している。埋土中からは縄

文土器や石斧と共に，炭化物・焼土等が多量に検出された。規模は長径500cm, 短径165cm, 深

さは残りの良い北側で178cmを測る。

出土遺物（図版74・81, 第25・36図）

縄文土器 (8-11) 1点だけ轟B式土器 (8) が混在する。口縁部外面に断面カマボコ形

の粘土帯が 3条認められる。 A地区では表採によっても轟B式土器は他に検出されていない。

9は頸部が強く外反し，頸部外面に沈線風の凹みがめぐる。口縁には内外に 1条の沈線がめぐ

り端部は丸い。黒川式相当の土器， 10・11は粗製鉢形土器である。

石器（第25図 1・5) 1は結晶片岩製の扁平な打製石斧で，刃部は撥形に広がっている。

明確な使用痕は認められない。 5は刃部を欠く磨製石斧で，粗い研磨痕を残している。

55号土堀（図版32, 第41図） 4号土城の南東から検出された残りの良い土渡で，底面のプ

ランは不整円形を呈す。埋土からは多量の弥生土器破片や紡錘車片，石鏃などが出土した。規

模は長径132cm, 短径125cm, 深さ 102cmを測る。

出土遺物（図版74・85, 第7・10・33図）

弥生土器 (94-100) 94は壺の底部付近の資料で，底径 9cmを測る。調整は胴部外面ナデの

後ヘラ磨き，内面はナデて仕上げている。色調は橙褐色を呈し，焼成も良好である。 95-100

は甕の破片資料で， 95-97は口縁部， 98-100は底部の資料である。 95は如意形口縁下に 1条

の凸帯が巡る甕で， 96・97は口唇部に三角凸帯が巡る甕である。 98・100は若干上げ底気味の

底部である。底径は98が4.8cm, 99が6.6cm, 100が9cmを測る。調整はいずれも風化が著しい

ため不明である。色調は95・98-100が橙褐色， 96が黄灰色， 97が橙黄色を呈し，焼成も良好

である。

紡錘車（第10図3) 半分弱の破片資料で，残存部径3.2cm, 身厚1.4cmを測る。

石器（第 7図13) 黒曜石製の正三角形の石鏃である。

56号土壊（図版32, 第41図） 41号土城の

東にあり， 57号土墟を切り， 6号竪穴住居跡

に切られた状態で検出された楕円形プランの

小型の土城である。埋土からは弥生土器小片

が若干出土しただけである。規模は長径

112cm, 併甘至80cm,? 架さは22cmと浅い。

57号土堀（図版32, 第41図） 56号土城に

切られた状態で検出された円形プランの土城

で，底面には 2個のピットが穿たれている。

埋土からは遺物などは何等出土しなかった。 ゜
20cm 

第 42 図 土城出土弥生土器実測図⑥ (1/4) 
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規模は長径150cm, 短径145cm, 深さ17cmを測る。

58号土堀（図版33, 第41図） 57号土城の東にあり， 6号竪穴住居跡に切られた状態で検出

された不整楕円形プランの土猥である。埋土からは壺・甕などの多最の弥生土器破片や少量の

縄文土器片・石錐などが出土した。規模は長径168cm, 短径150cm, 深さ77cmを測る。

出土遺物（図版74・81・85, 第7・33・36図）

弥生土器 (101-105) 101は直口の単口縁の小型壺で，口径6.3cm, 器高12.2cmを測る。調

整は器面の風化が著しいため不明で，色調は黄灰色を呈し，焼成も良い。 102は壺の肩部の破

片資料で，肩部に 2条のヘラ描き沈線が巡る。 103・104は壺の底部付近の破片で，復原底径

103が7.7cm, 104が7.4cmを測る。調整は104の内面がナデの他は風化のため不明である。色調

は103が橙黄色， 104が橙灰色を呈し，焼成も良好である。 105は口縁下に 1条の凸帯が付く甕

の破片資料で，内外ともナデて仕上げている。色調は外面黄橙色，内面黄灰色を呈し，焼成も

良い。

縄文土器（第36図12-14) 12は口縁内面に 1条の沈線を巡らし，外面に若干の屈曲を持つ

精製浅鉢形土器である。 13・14は内外面条痕調整を残す粗製鉢形土器である。 14の口縁端部は

ヘラ状のもので平坦面を作り稜を付けている。いずれも混入品である。

石器（第 7図14) 黒曜石製の石錐で，先端部に擦痕が認められる。混入品。

59号土堀（図版33, 第41図） 58号土城の南から検出された底面不整楕円形プランの土猥で，

断面は一部で袋状をなしている。底面での規模は長径168cm, 短径138cm, 深さ70cmを測る。埋

土からは多くの弥生土器破片と縄文土器小片が少し出土した。

出土遺物（図版74・81・85, 第25・36・42図）

弥生土器 (106・107) 106は甕の胴部上半の破片資料で，口唇部内外には刻目が施されてい

る。 107は甕の底部付近の資料で，底径6.45cmを測る。調整は両者とも器面の風化が著しいた

め不明で，色調は106が暗茶褐色， 107が暗赤橙色を呈し，焼成は107は良いが， 106はあまり良

くない。

縄文土器（第36図15) 口縁端部が丸く肥厚する鉢形土器で，精製土器とは言えないまでも，

丁寧にナデ調整を行っている。混入品。

表 1 A地区出土石器一覧表

挿 図 種 類 出土地点 大きさ cm 重さ g 備 考

第 7図 1 石 鏃 P83 2.7Xl.6 1.2 黒曜石 基部欠

第 7図 2 石 鏃 住 3 2.5X 1.65 . 0.5 黒曜石 先端欠

第 7図 3 石 鏃 P308 (1.89) Xl.4 1.05 黒曜石 先端欠

第 7図 4 石 鏃 P260 2.lX (1.6) 0.5 黒曜石 側部欠

第 7図 5 石 鏃 P260 2.3Xl.37 1.1 黒曜石 完形
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挿 図 種 類 出土地点 大きさ cm 重さ g 備 考

第 7図 6 石 鏃 土25 (1.3) Xl.81 0.7 黒曜石 先端欠

第 7図 7 石 鏃 土 6 2. 71 X 1.65 2.0 黒曜石 完形

第 7図 8 石 鏃 P274 3.15X (1. 75) 1.8 サヌカイト 脚一部欠

第 7園， 石 鏃 表採 (2.2) Xl.5 0.65 サヌカイト 先端欠

第 7図 10 石 鏃 P282 2.4Xl.62 0.9 サヌカイト 完形

第 7図 11 石 鏃 表採 2.65X2.36 1. 7 サヌカイト 完形

第 7図 12 石 鏃 竪10 2.0Xl.9 0.8 サヌカイト 脚一部欠

第 7図 13 石 鏃 土55 l.98X 1. 95 1.2 サヌカイト 完形

第 7図 14 石 鏃 土58 (3.05) Xl.34 2.25 黒曜石 先端欠

第 7図 15 石 鏃 住 7 3.2Xl.8 3.25 黒曜石 完形

第 25図 10 石 匙 土11 6.1X7.9 45.0 サヌカイト 完形

第 25図 11 スクレイパー P49 4.6X4.3 22.5 サヌカイト 完形

第 25図 12 スクレイパー 竪 9 4.0X5.6 16.15 サヌカイト 完形

第 25図 13 スクレイパー 土18 4.4X8.l 32.0 サヌカイト 完形

第 25図 7 糸巻形石器 P119 4.1X5.5 22.2 サヌカイト 完形

第 25図 8 糸巻形石器 表採 (7.1) X4.4 50.0 サヌカイト 半欠

第 25図 1 打製石斧 土54 (11.3) X7.5 105.0 結晶片岩 頭部欠

第 25図 2 打製石斧 溝 1 12.5X6. 7 120.0 結晶片岩 刃部一部欠

第 25岡 3 打製石斧 表採 (9.7) X6.5 85.0 結晶片岩 刃部欠

第 25図 4 磨製石斧 表採 16.1X5.0 360.0 蛇紋岩 完形

第 25図 5 磨製石斧 土54 (10.0) X4. 7 115.0 刃部欠

第 25図 6 磨製石斧 住 8 (6.6)X(20) 30.0 刃部一部片

第 25図， 石 錘 5.8X8.5 160.0 両端敲打

第 25図 15 石包丁 土45 5.0X (5.1) (20) 1/3欠損

第 25図 16 磨製石鏃 土59 4.6Xl.3 1. 75 

第 26図 1 磨 石 土11 ll.6X10.4 1020 

第 26図 2 磨 石 土16 11.7X9.6 715 

第 26図 3 磨 石 土34 8.6Xll.9 830 

第 26図 4 磨 石 住12 (5.4) X 12.6 880 

第 26図 5 磨 石 P248 9.8Xl2.8 660 

第 26図 6 磨 石 住 5 10.9Xl2.0 780 

第 26図 7 磨 石 住 9 8.2Xl0.9 500 

第 26図 8 磨 石 P278 8.0X (7.5) 382 

第 26図， 磨 石 表採 9.6Xll.8 800 

第 44図 6 スクレイパー 谷部 4.3X7.6 42.0 

第 44図 7 石 皿 谷部 26.4X36 
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石器（第25図16) 剣形をなす砂岩製の磨製石鏃である。

(4) 谷部とドングリ貯蔵穴

谷部は， A地区の東北部に位置するが，後世の削平と，おそらく縄文時代以降の谷地形の移

動のため表面的には谷としての景観は残していなかった。現在の谷はA地区北側を鋭く切り込

んで西向している。

表土を除去した段階で， A地区東北部から南西方向に黒色腐蝕土・青灰色粘質土・黄色粘質

土が帯状に認められたため 3本の試掘溝を設け谷の状況を確認した。一番上位で検出された黒

色腐蝕土層は本来は，谷頭付近から第 1トレンチ南まで存在したと思われるが，一部段状削平

のため途切れている。多くの植物遺体を含み，この谷は湧水があり湿地状を呈した状況が最後

の景観であったと思われる。土層図の最上層の黒色粘質土層がそれである。その層とそのした

の層までがある程度安定した湿地状を呈していたと思われるが，それ以下は谷の壁（特に東

側）の崩壊を繰り返しながら水が湧いていたようで，土層に整合性がなくブロック状に変化の

ある土層断面を呈している。 3ヶ所のトレンチで認められている下位にある黒色粘質土層（腐

蝕土）にも植物遺体を含み，ブロック状または侵食された状態を示すが，以前にも安定期のあ

ったことを示している。下位の黒色粘土層で加工木片が検出されているが，これら下位の黒色

粘質土には土器が含まれておらず時期は不明である。

この湧水のある湿地状を呈したこの谷の中央に 3ヶ所の貯蔵穴が検出され，いずれも西日本

における縄文時代のドングリピットとして差のないものである。

1号貯蔵穴（図版35, 第45図） 完掘時では，発見面より深さ 130cm, 底径100cm, 上面径

130cm程であるが，検出時は上面径はもっと狭く 80cm程で袋状を呈した穴であったが，上面の

崩落によって円筒状に近い穴になっている。

内部からは，中位よりやや上から底にかけて木材が検出されたが，現状では特別に組んだ状

況は観察できなかった。おそらく開口部に組んでいた材木が落ち込んだか，廃棄時に落ち込ん

だものと考えられる。貯蔵穴内よりドングリ（イチイガシ）約90個，カヤノミ 328個，クスの

木の種子と思われるもの 9個，他にシラカシやクヌギの幼果と思われるものも数個検出されて

いる。

2号貯蔵穴（図版36・86, 第45図） 第 2トレンチ内で検出された。第 1層の黒色粘土層を

発掘後トレンチを設定したため，貯蔵穴がどの層から掘り込まれていたか不明であるものの，

少なくとも第 1層の下の第 4層（暗青灰色砂礫層）を切り込んでいる。現状では円筒状をなし，

深さ90cm, 底径80cm, 上面径100cmとなる。内部よりはドングリ（イシイガシ）が採取できた

だけで480個を数えるが， 1号のように他の種子の混入は見られなかった。

3号貯蔵穴（図版37・88, 第46図） 1・2号 (1・2号間距離 2m) とやや離れて検出され

た貯蔵穴 (.2号より約14m)であるが，谷部流路内に設けられている。 2号との間を精査したが
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第 44 図 谷部出土縄文土器•石器実測図 (1/3·1/6)

他に貯蔵穴は検出できなかった。本貯蔵穴は，当初楕円形に近い不規則な凹凸のある赤褐色粘

土の塊として検出されたが，試掘溝を入れて調究したところ貯蔵穴であることが確認された。

断面を観察すると，貯蔵穴を塞いでいた粘土がやや落ち込んだ状況で観察され，砂礫層・黒褐

色粘土層・ 青灰色粘土層を切り込んだ貯蔵穴壁面には黄色粘土が貼られていた。深さ99cm, 底

径80cm, 上面径110cmほど掘り窪め，その内側に厚さ約 5-10cm程の黄褐色粘土を貼り付け，

深さ60cm,底径60cm, 上面径76cm程の貯蔵穴とし，厚さ15cmほどの赤茶褐色粘土で蓋をしたも

のである。密閉状態ではあったが採取されたドングリ（イシイガシ）の数は25個と少ない。

出土遺物（図版94, 第44図）

本地区での出土遺物は量的に少ない。貯蔵穴と貯蔵穴を覆っていた黒色粘質土層中より検出

されたものであるが，石皿のみは谷部の岸というべき黄褐色粘質土の上に据え置かれた状態で

出土している。

縄文土器 (1-5) 1は1号貯蔵穴より出土したもので，晩期前半中頃の精製浅鉢形土器

の口縁部破片である。頸部より外反して延び，口縁部で直立し口縁端部を丸くおさめている。

外面に浅い凹線が 1本はいる。 2も精製浅鉢の破片であり， 1と同時期のものとして良い。 3

-5は底部片であるが， 3・4は粗製深鉢の底部で，時期的にも 1・2と同じ時期のものであ
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。
石

る

器 (6. 7.) 6はサヌ

カイトの横剥ぎ剥片であるが，

特別に刃部加工はしていない。

ただ一部に使用によると思われ

る痕跡が認められ，

パーとした。 7は第 2トレンチ

付近谷部左岸で据え置かれた状

態で出土した石皿である。表面

は平坦をなし，おそらく谷部で

のドングリ類の加工に使用され

スクレイ

ていた石皿であると思われる。

長さ36cm, 幅26cm, 厚さ 8.9cm

を測る。

(5) ピット内出土資料

（図版74・87・88,第7.

25・26・47・48図）

（第47図 1- 7) 

後期から晩期の土器片が出土し

縄文土器

ている。 P32より出土した 1. 

I~ 
E
O
N
・
t
,
5
 

］．暗灰色士

2. 赤茶褐色粘質土

3. 暗青灰色砂礫層

4. 黄色粘土

54.10m 

2は同一個体と思われる胴部破

片で， 4本の沈線を引き，その

真中を縄文で充填している土器

で西平式と三万田式の中間にく

る太郎泊式に近い土器である。

3-7は晩期で， 3は条痕整形

の粗製深鉢形土器， 4は頸部に

蝶ネクタイ状の把手のつく深鉢である。 7は精製浅鉢の口縁部片で，外反した口縁端部外面に

1条の沈線，内面に沈線状の段を付ける。いずれも他の土城より出土している土器群（黒川式

第

゜

を中心に前後の土器を含む） と共通している。

1m 

46 

1・2と同様のものは B地区でややまとまって

出土している。 3・5はP223, 4は P141, 6は P24, 7は溝 1より出土している。

弥生土器（第48図 1-10). 1は壺の頸部破片で，口縁下に 2条，肩部には少なくとも 1条

のヘラ描き沈線が巡る作りの良い土器である。内外とも丁寧にヘラ磨きで仕上げている。色調
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第 48 図 ピット内出土弥生土器実測図 (1/4)

は橙灰色を呈し，焼成良好である。 2・3は底部破片で，復原底径 2が7cm, 3が6.8cmを測

る。調整は器面風化のため不明。 4-8は甕の破片資料で， 4は如意形口縁， 5・6は如意口

縁下に 1条の三角凸帯が巡る甕で， 6の口縁端部と凸帯端部に刻目が施されている。調整は
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5・6の胴部外面刷毛， 5の内面ナデの他は風化のため不明である。色調は 4が淡橙色， 5 . 

6が黄灰色を呈し，焼成も良い。 4の復原口径は20.4cmを測る。 7・8は甕の底部付近の破片

資料で，調整は 7が外面刷毛，両者とも内面ナデ仕上げである。色調は 7が黄灰色， 8が橙黄

色を呈し，焼成も良好である。復原底径7が7.4cm, 8が7.6cmを測る。 9・10は甑の底部付近

の破片資料で，底部には焼成後の穿孔が 1孔みられる。底径は 9が7.6cm, 10が5.6cmを測る。

調整は内面両者ともナデ，外面は10が刷毛で仕上げている。

石器（第 7・25・26図，第 1)

石鏃（第 7図 1・3-5・8・10) 1・3 -5は黒曜石製， 8・10はサヌカイト製。

1・8は基部の挟りの深いものである。

スクレイバー（第25図11) 横剥ぎ剥片の長辺に刃部加工したサヌカイト製のスクレイパー

である。

糸巻形石器（第25図7) いわゆる十字形石器とされるものであるが， X字状をなしている。

4ヶ所の扶り部は良く磨滅しているが，各先端部には使用痕は認められない。

磨石（第26図 5・8) いずれも河原石を利用した磨石で，平坦部を摩擦面として使用し

ている。 8は欠損品。

(6) 表採資料（図版74・88・89, 第 7・25・26・49・50図）

縄文土器（第49図 1-14) A地区では前期から晩期にかけての縄文土器が検出されている

が，表採として図示した土器は，後期から晩期にかけての土器である。 1は後期鏡崎式の深鉢

の胴部破片で，本遺跡では明確なのはこの 1点だけである。 2-4は精製浅鉢形土器片である

が，口唇部内外面に 1条の沈線を引くもので，晩期中頃黒川式に近いものである。その他の粗

製深鉢形土器は，おそらくそれらに伴うものとして良い。

弥生土器（第50図 1-6) いずれも甕の破片資料で， 1-4が口縁部付近， 5・6が底部

付近の破片資料である。 1・2は如意形口縁， 3は如意形口縁下に三角凸帯が巡る甕， 4はロ

縁端部外面に三角凸帯が付く甕である。 2-・4の口縁端部外面と 3の凸帯端部には刻目が施さ

れている。調整は 4の内面がナデの他は風化のため不明である。色調は 1が暗茶褐色， 2が茶

褐色， 3が黄褐色， 4が黒黄色を呈し，焼成も良好である。 5・6とも器面の風化が著しいた

め調整は不明瞭であるが， 6の外面には刷毛の痕跡を残している。復原底径 5が6.4cm, 6が

8 cmを測る，色調は 5が淡橙色， 6が橙灰色を呈し，焼成も良い。

石器（第 7・25・26図，表 1)

石鏃（第 7図9・11) いずれもサヌカイト製の石鏃で， 9は基部の挟りが強いタイプであ

る。

糸巻形石器（第25図8) 分銅形打製石斧の破片とも考えられないこともないが，端部両側

面とも丸味を持っており，他の用途を考えたい。
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2. 古墳時代の遺構と遺物

(1) 竪穴住居跡

1号竪穴住居跡（図版40, 第52図） 最も東端で検出された方形プランの竪穴住居跡で，北

5
4
.
1
0
m
 

ー 0 

Pa 

ー

54.10m 

~ 
第 52 図 1号竪穴住居跡実測図 (1/60)

壁に比べ南壁が広い住居跡である。かまどは北壁中央に付設されている。柱穴は Pl-P4の4

本で，床面は堅固に敲きしめられていた。住居の規模は，北壁で355cm, 南壁で405cm, 南北

385cm, 壁高20cmを測る。遺物としては土師器片が少量出土しただけである。

カマド（第53図） 燃焼部が住居の壁の外側に突出して作られたもので，煙道は削平された

ためか，欠失している。明確な火床面はなく，壁面も全体にあまり焼けていないが，支脚の抜

き跡が遺存していた。カマド内や前庭部にはカマドの崩壊と思われる粘質土・焼土が多量に散

乱していた。袖部は砂礫を多く含む暗茶灰褐色土と暗黄茶灰褐色粘質土で作っている。

2号竪穴住居跡（図版39・41, 第54図） 1号竪穴住居跡の南東から検出された方形プラン

の竪穴住居跡で，カマドは北壁中央に付設されている。住居内には炭化物・炭化材が多数散乱
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第 53 図 1号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

火災を受けた住居と思われる。1米面は堅固に敲きしめられていたが，柱穴は検出さ

れなかった。 1国の規校は．束西353cm,南北341cm, 峨高は残りの良い束陪で43cmを測る。追

しており，

物としては杯 ・甕 ・甑等の土師器や鉄鏃片 l・軽石数点などが出土しているc

カマド （図版41, 第55凶） 燃焼部が住居内に造られた残りの良いもので．桓道は140cmと

長く遺存していた。袖は賠茶褐色土で構築し，入口部の袖を補強するため，細長い片む製の石

を立てている。支脚は片岩を用い，燃焼部中央に設置されており，火床面はその前面に形成さ

カマド内には甕と甑が設置されていたらしくつぶれた状態で検出された。煽道は幅

15-ZOcm, 長さ 140cmを測り，住居の壁側付近では一部天井部も残っていた。カマド内で祭祀

れている。

を行ったらしく手捏士器や土製模造鋭などが出土した。

1-11+. 迫物 （図版90・93,第56・57図）

土師器 (1 - ~ ) 1・2は杯身で， 1は蓋受けを有すもの．

1は頷恵器杯材を模倣したもので，

色調は淡橙色を望し，焼成も良好である。

である。

2は口縁部が内涜するタイプ

ロ径12.lcin, 器受部径]4.2cm, 器萬4.9cmをil!IJる。

2は口径12.1cm,器高5.1cm, 色調 ・焼成とも 1と
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第 54 図 2号竪穴住居跡実測図 (1/60)

同じである。 3は長胴の胴部に緩やかに外反した「く」の字状口縁が付く甕で，底部は凸レン

ズ状の平底である。調整は胴部外面刷毛，内面は下半を刷毛の後ヘラ削り，上半をヘラ削りの

後刷毛，口縁部は内外ともヨコナデで仕上げている。口径は17.3cm, 器高28.8cmを測る。色調

は内面淡橙黄褐色，外面褐色を呈し，胴部外面には煤の付着がみられる。 4は把手付きの甑で，

底部は一孔が穿たれている。口径29.9cm,器高23.8cmを測り，色調は内面橙褐色，外面赤橙色

で，焼成良好である。調整は胴部外面タタキの後粗い刷毛，内面ヘラ削り，口縁部は内外とも

ョコナデで，外面には指頭圧痕を残している。

手捏土器（第57図 1) 復原口径 6cm, 器高5.5cmを測る手捏土器で，内外とも指頭ナデが顕

著である。色調は褐色を呈し，焼成も良い。

鏃（第57図8) 柳葉式の鏃で，柄部の大半を欠く資料である。

3号竪穴住居跡（図版39・42, 第59図） 2号竪穴住居跡の南東から検出された長方形プラ

鉄
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第 59 図 3・15号住居跡実測因 (1/GO)

鏃 (9) 茎部の破片賓料で，断面長方形を呈す。現存長3.8cmを測る。

4号竪穴住居跡 （図版43, 第61図） 3号竪穴住居跡の西側から検出された方形プランの竪

・穴住居跡で，西壁の大半と南壁の一部を畑の開削で消失している。カマドは北壁中央に付設さ

れていて，柱穴は Pl・P2の 2本で，北西と南西隅の柱穴は畑の開削で欠失したものと思われ

る。床面はかなり固く敲きしめられていた。住居の規模は，東西440cm, 南北432cm, 壁高22cm

を淵I]る。追物としては土師器杯 ・甕，須恵器甕破片が少品出上した。

カマド (I又1版43, 第62図） 燃焼部が住居の壁の外側に突出して作られたもので，煙道はわ

ずかに残っている。火床面は燃焼部中央よりやや東側にあり，堅固に焼土化しており，壁側に

鉄
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第 60 図 3号竪穴住居跡カマド実illO図 (l/30)
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第 61 図 4号竪穴仕居跡実測関 (1/60)
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第 62 図 4号竪穴仕居跡カマド尖測凶 (1/30)

は支脚の抜き跡が残っている。

/H七遺物（第56似I)

土師器 (5) 杯身の破片脊料で，復原口径14cm,残存甜3.9cmを測る。体部外而ヘラ削り，

他は内外ともナデて仕上げている。色調は内面褐色，外面淡橙灰色を呈し．焼成は良好である。

5号竪穴住居跡 （図版39・44,第63図） 4号竪穴住居跡の北側から検出された長方形プラ

ンの竪穴住居跡である。カマドは西壁のほぽ中央に付設されており，柱穴は Pl-P4の4本で，

床而は堅固に敲きしめられていた。住居の規模は．束世412cm,南北486cm,壁商30cmを測る。

逍物としては土師器杯 ・甕破片など多数が出土 した。

カマド （図版44,第64図） 2号竪穴住届跡と同様，燃焼部が住居内に造られたタイプで，

煙道は削平のためか遺存していなかった。火床面は燃焼部のほぽ中央にあり，燃焼部内而北側

は堅く焼土化していた。袖部はll音青灰色粘土を主体に構築 しており，袖下には袖を固定させる

カマド内には燃焼部の壁が崩壊したら しく焼土塊が散乱していためかピットが穿たれていたc

た。

6号竪穴住居跡 (I叫l版45・46,第65囮）

い長方形プランの小型の竪穴住居跡で．

5号竪穴住居跡の北側から検出された束西に幅広

カマドも他と異なり長辺側の北壁中央に付設される珍

- 73 -



5
3
.
0
0
m
 

◎ 

R ◎ ◎ 

一
P2 

5
 

゜

52

冒
第 63 図 5号竪穴住居跡実測図 (1/60)

しい住居である。柱穴はやや西側に偏るが， Pl-P4の4本柱であり，床面は堅く敲きしめら

れていた。床面上には屋根材と思われる炭化物や炭化材が散乱しており，火災を受けた住居と

考えられる。住居の規模は，東西404cm,南北296cm,壁高37cmを測る。遺物としては土師杯・

甕．甑破片など多数が出土した。

カマド（図版46, 第66図） 燃焼部が住居の壁の外側にわずかに突出するタイプで，煙道は

削平されたためか，欠失している。火床面は燃焼部中央よりやや南にある。火床面より若干浮

いた状態で石が検出されたが，支脚かどうか不明である。袖部は暗黄茶灰色粘質土と暗茶褐色

土を用いて構築している。

出土遺物（図版90, 第67図）

土師器 (6) 底部が多孔式の把手付きの小型の甑で，口径18.45cm, 残存器高14.6cmを測

る。調整は胴部外面下半回転ヘラ削り，内面下半回転ナデの後ナデ，口縁部内が半回転ナデ仕
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第 66 図 6号竪穴住居跡カマド実測図 (J/30)

上げである。調整手法からして須恵器の手法を用いている。

8号竪穴住居跡 (I送1版40・47・48, 第68圏） 発掘区西端で検出された方形プランの翌穴住

居跡で，束壁に比べ西壁が狭い住居である。 カマドは北壁の中央に付設されていて，柱穴は四

隅の 4本と思われる。床面は堅く敲きしめられていた。床面からは焼土や炭化材の一部が出土

したが火災を受けたものかは不明である。住居の規模は，東西417cm,南北430cm,壁高49cmを

測る。遺物としては須恵器杯 ・土師器杯 ・壺 ．甕 ．甑など多最に出土 した。

カマド （図版48・49, 第69図） 燃焼部を住居内に持つタイプで，煙道は北側に突出して形

成されており，煙道底面は二段掘りになっている。燃焼部中央には凝灰岩製の支脚が設置され

その前面には堅く焼土化した火床而が形成されていた。カマド内からは土師器甕 ．ており，

甑 ．杯などほぽ完形の土器，手捏土器などが多数出土した。

出土遺物（図版90・93, 第57・67・70囮）

須恵器 (7) 菱受けを有する小型の杯身で，口径10.6cm, 器受部径13cm, 器高4.25cmを測

る。調整は体部外面回転ヘラ削り，内面青海波のタタキの後ナデ，口縁部内外は国転ナデで

仕上げている。色調は灰色を呈し，焼成は良好である。

8・9はイ本部外面に段を有する杯蓋で，口径は 8が14.4cm,

9が残存部で4.1cmを測る。調整は 8が天井部外面回転ヘラ削り，内面ナデ，

9は器面風化のため，調整手法は不明である。色

土師器 (8-16) 9が13.8cm,

器高は 8が4.2cm,

ロ縁部内外は回転ヨコナデで仕上げている。
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第 67,図 竪穴住居跡出土土器実測図② (1/3) 
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第 68 図 8号竪穴住居跡実測図 (1/60)

調は 8が淡橙色， 9が橙灰色を呈し，焼成も良好である。 10-12は口縁部が内湾する杯身で，

調整は，いずれも体部外面ヘラ削り，内面ナデ，口縁部内外はヨコナデで仕上げている。色調

はいずれも淡橙色を呈し，焼成も良好である。口径は10・11が12.7cm, 12が12.9cm, 器高は

10・11が 5cm, 12が4.7cmを測る。 13...:...15は甕で， 13・15は小型の甕である。調整は胴部内面

ヘラ削り，外面は14が刷毛， 13がナデ， 15は風化のため不明，口縁部は13・15がヨコナデ， 14

が内外とも刷毛の後ヨコナデで仕上げている。色調は13が外面黄橙色，内面茶褐色， 14が内外

面橙褐色， 15が外面赤黄褐色，内面橙褐色を呈し，焼成も良好である。 13は口径14cm, 14はロ

径18.6cm, 胴部最大径26.4cm, 残存器高24.5cm, 15は胴部最大径17.5cmを測る。 16は把手付き

の甑で，底部は一孔である。口径28.1cm, 器高22-24.Zcm, 底径7.9cmを測る。調整は胴部外

面刷毛の後，下半はさらにヘラ磨きで，内面はヘラ削り，口縁部内外はヨコナデし，内面は更
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第 69 図 8サ緊穴仕屈跡カマド実測図 (l/30)

に一部ヘラ明さで什上げている。色調は黄橙色を唱し，焼成良好である。

手捏土器 （第57図 2・3) 2はギ底の小利上器で， D径3.2cm, 器高1.9cmをはかり，内外

に指頭）―£痕を顕済に残している。色調は橙灰色を呈す。 3は口径4.7cm,器高2.9cmを測る。

2とITT]様に内外とも指頭庄痕を残している。色調は黄J火色を畢し，焼成も良好である。
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9号竪穴住居跡（図版39・49, 第71図） 2・5号竪穴住居跡の間から検出された方形プラ

ンの竪穴住居跡で， 16号竪穴住居跡の大半を切って造られた住居である。カマドは北壁の中央

に付設されていて，柱穴は P2が少し偏るが， Pl-P4の4本柱と思われる。床面はかなり堅

＜敲きしめられていた。住居の規模は，東西440cm,南北430cm,壁高35cmを測る。遺物として・

は須恵器杯身・甕の他，土師器杯・壺・甕などの破片が床面上から多量に出土した。 また，軽

石も 1点出土している。

カマド（第72図） 住居内に燃焼部を持つタイプで，煙道は削平されているためか遺存して

いない。西側袖部の一部は新しい溝で壊されている。燃焼部の中央には河原石を用いた支脚が

その前面には火床面が形成されていた。設置され，

◎ 
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53.60m 
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第 71 図 9・16号竪穴住居跡実測固 (1/60)
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第 72 図 9号竪穴住居跡カマド実測凶 (1/30)

出十辿物 (l'il-1版91,第70・73図）

土師器 (17-22) 17は菟受けを有す杯身で，口径11.6cm,器受部径12.9cm, 器高-1.8-

5.5cmを測る。調整は体部外面ヘラ削り，内血ヘラ削りの後ナデ，口縁部内外はヨコナデで，

更にヘラ磨き して仕上げている。色調は黄橙色を里し，焼成も良い。18は小型壺の胴部下半の

資料で， )j尉部巌大径11.5cmを測り，底部は丸底である。調整は内外とも風化が激しくイ渭明であ

る。19-22は甕で， 19-21は胴部上半， 22は胴部脊料である。いずれも「く 」字状口縁の党で，

19は屑の張った胴部を布す甕である。調整は胴部内面ヘラ削り，外面は器面の風化が著しいた

め不明であるが， 19は刷毛目の痕跡を残している。口縁部内外はヨコナデと、思われる。復原口

径19が1'lcm, 20が16cmをi)lljる。色調は19・20が橙褐色， 21が黄橙色を呈し，焼成はいずれも良

好である。22は丸底気味の平底に長めの胴部が付いた甕で．調整は胴部内面粗いヘラ削り，外

面は刷毛で仕上げている。色調は橙褐色を里し，焼成は良好である。

10号竪穴住居跡 （図版39・50,第74凶） 8号竪穴住居跡の北東側から検出された方形プラ

ンの竪穴住｝廿跡で，南堂の大半は畑の開削で欠失している。カマドは北墜中央よりやや束側に

偏って付設されている。柱穴は Pl-P4の4本柱で，床面は良く敲きしめられていた。逍物は

カマドの内外から須恵器杯益や土師器杯身 ・売 ・甑などの破片多数が出土した。住居の規模は，

東西482cm,南北488cm,壁刹は残りの良い北壁で50cmを測る。

カマド （図版50,第751'Jl.l) 燃焼部を住居内に構築したカマドで，燃焼部床面と照而はかな
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第 73 図 竪穴住居跡出土土器実測固④ (1/3) 
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第 75 図 10号竪穴住屈跡カマド実測図 (1/:30)

り焼土化し，中央よりやや炊き口よりには花両岩の角イiを用いた支脚が設骰されていた。

出土辿物（固版91・92・93, 第57・73・761叉I)

須恵器 (23) 体部外1面に段を有す杯蓋で，復原11径14.8cm, 残什器佑i3.8cmを測る。天井

部外而回転ヘラ削 り, I付面ナデ，口縁部内外は同転ナデで仕上げている。色調は外面暗存灰色，

内面）火色を呈し，焼成は良好 ・堅緻である。

土師器 (24-30) 24・25は内湾する LJ緑を有する杯身で，復原口径24が12.8cm, 25が

14.2cm, 器高は24が4.6cm, 25は残存部で3.2cmを測る。調整は24が体部外面ヘラ削り，内面ナ

デ， LI縁部内外はヨコナデで仕ヒげている。25は器血風化のためイ謂明である。26-28は甕の査

料で， 27・28は胴部上半の資料である。27・28はあまり肩の張らない胴部に緩やかに外反する

「く」の字状口緑が付く甕で，復原口径27が13.8cm, 28が18.8cmをH!IJる。調柩は両者とも胴部

外面床ILい刷毛，内而ヘラ削り ,U縁部内外はヨコナデで仕上げている。28の内而には炭化物の

付泊がみられる。色調は27が淡橙色， 28が黄橙色を旱し，焼成も良好である。29・30は甑で，

30は把手付きの歴である。調整は胴部外而両者とも刷毛，内面はヘラ削り， 29の内OO口縁付近

は刷毛で仕上げている。復原□径29が26.1cm, 30が31cm, 器高は29が残存部で12.9cm, 30は

25.7cmを測る。色調はいずれも淡橙色を呈し，焼成も良好である。
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第 76 図 竪穴住居跡出土土器実測図⑤ (1/3) 

土製品（第57図6・7) いずれも手捏の模造鏡で， 7はカマドの右袖横から出土した資料

である。長径3.8cm,短径 3cmを測る。色調は淡橙色を呈し，焼成も良い。

11号竪穴住居跡（図版51, 第74図） 4号竪穴住居跡の南側に近接して検出された方形プラ

ンの竪穴住居跡で，西側の半分は畑の開削で消失している。従って，カマドの位置は明確では

ないが，他の例からすれば西壁に付設されていた可能性が高いであろう。床面はかなり敲きし

められており，柱穴は Pl・P2の2本で 4本柱の住居跡と思われる。住居の規模は，東西残存部

で205cm, 南北420cm,壁高40cmを測る。遺物としては土師器甕などが少最出土しただけである。

出土遺物（第76図）

土師器 (31) 甕の口縁部付近の破片資料で，復原口径23.8cmを測る。調整は口縁部はヨコ
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ナデと思われるが器面の風化が著しいため不明である。色調は橙色を呈し，焼成も良好である。

13号竪穴住居跡 （図版39・40・51-53,第77図） 8号竪穴住居跡の束側から発見された長

方形プランの略穴住居跡で， )7号竪穴住居跡の大半を切った状態で検出された仕居跡である。

カマドは北壁の中央よりやや東に偏って付設されていて、 ）禾面i上には火災を受けたらしく屈根

材や炭化材が散乱 していた。柱穴は Pl-P4の4本柱で，床而もかなり敲きしめられていた。

瑣物はカマド内と北東隅付近床面から土師器杯 ・甍 ．甑などが出土した。仕居の規模は，束西

345cm, 南北362cm,壁高15cmを測る。

カマド （図版52, 第78図） 燃焼部が住居の賠の外側に人きく突出したタイプで，明確な袖

部は検出できなかった。 また，煙道も削ギされたらしく欠失している。火）禾面は燃焼部中央よ

り手前に形成されており，その北側には角枯の支脚が設骰されていた。カマド内には燃焼部壁

面が崩壊したら しい焼土塊が堆積していた。

出土選物 （図版92・93, 第57・79・80図）

17 
5
 2
.0
0
m
 52.00m 

゜
2m 

第 77 図 13・J7号竪穴住居跡実棋I)凶 (1/60)
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二
第 78 図 13号竪穴住居跡カマド実測図 (1/30)

土師器 (32-37) 32は体部外面に段を有す杯蓋で，復原口径12.2cm, 器高4.7cmを測る。

調整は天井部外面ヘラ削り，内面ナデ，口縁部内外はヨコナデで仕上げている。色調は外面橙

褐色，内面橙黄色を呈し，焼成良好である。 33は広口の小型壺で，復原口径10.4cmを測る。器

面は風化が著しく調整は不明瞭である。 34-36は緩やかに外反する「く」の字状口縁の甕で，

胴部は球形を呈し，底部は35は平底気味の丸底で， 36は尖底気味の丸底である。調整は胴部外

面34・35が刷毛， 36が刷毛の後ナデ，内面はヘラ削り，口縁部内外は36の内面を刷毛で仕上げ

ている他はヨコナデで仕上げている。 36の胴部外面下半には煤の付着がみられる。色調は外面

34・35が橙褐色， 36が黄橙色，内面34が黄褐色， 35が褐色， 36が黄橙色を呈し，焼成も良好で

ロ径は34が復原で19.2cm, 35は18.8cm, 36は15.6cm, 器高は34が残存部で26.5cm, 35は

35.7cm, 36は27.3cmを測る。 37は把手付きの甑で，口径25.4cm, 底径 9cm, 器高24cmを測る。

調整は胴部外面粗い刷毛，内面ヘラ削り，口縁部内外はヨコナデで仕上げている。色調は橙褐

色を呈し，焼成良好である。

玉（第57図5) 径 8mm, 厚さ 7mm, 重さ 6gを測る。色調は黄灰色を呈し，焼成も良

カマド右袖の中から出土した。

14号竪穴住居跡（図版53, 第81図）

長方形プランの小型の竪穴住居跡で，

ある。

土

し'o

3・4・15号竪穴住居跡に切られた状態で発見された

6号竪穴住居跡と同様に長辺の北壁のほぽ中央にカマド
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第 79 図 竪穴住居跡出土土器実測図⑥ (1/3) 
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を付設している。住居跡は上面が

著しく削平されており，残りが悪

く，床面もあまり敲きしめられて

いない。住居の規模は，東西

382cm, 南北272cmを測り，壁高は

最も残っている北壁でも18cmと浅

い。遺物としては土師器破片が少

量出土しただけである。

カマド燃焼部の西側半分を残

すだけのカマドで，住居内に燃焼

部を持つタイプである。袖部は既

に削平されたようで遺存していな

い。掘り込まれた燃焼部の壁面は

良く焼けている。燃焼部床面の北

壁側には支脚の抜き跡と思われる

小ピットが残っている。

15号竪穴住居跡（第59図） 3 

号竪穴住居跡に切られ，西壁の一

ー◎ 

◎

◎

 

◎ 
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第 81 図 14号竪穴住居跡実測図 (1/60)

部を残すだけの竪穴住居跡である。カマドは西壁に付設されていたらしく燃焼部の一部が遺存

していた。カマドは燃焼部を住居の壁の外側に切り込むタイプである。

16号竪穴住居跡（図版39, 第71図） 9号竪穴住居跡にその大半を切られた状態で検出され

た方形プランの竪穴住居跡で，カマドの位置や柱穴も不明である。床面はさほど敲きしめられ

ていなかった。住居の規模は，現存部で東西212cm, 南北405cm, 壁高15cmを測る。

17号竪穴住居跡（図版54・55, 第77図） 13号竪穴住居跡にその大半を切られた状態で検出

された方形プランの堅穴住居跡である。 16号竪穴住居跡と同様にカマドの位置は不明である。

明確な柱穴は不明だが，床面はかなり堅く敲きしめられていた。遺物としては北壁側床面から

ほぽ完形の土師器壺・ 甕・ 甑などが出土した。住居の規模は，東西400cm, 南北410cm, 壁高

12cmを測る。

出土遺物（図版93, 第82図）

土師器 (38-40) いずれも「く」の字状口縁の甕で， 38は小型の甕である。口径14.6cm,

器高17.4cmを測る。調整は胴部外面刷毛，内面ヘラ削り，口縁部内外はヨコナデ仕上げである。

39・40は中型の甕で，口径39が16.6cm, 40が16.4cm, 器高39が28.2cm, 40が23.4cmを測る。調

整は胴部外面39が刷毛， 40がナデ，内面は共にヘラ削り，口縁部もヨコナデで仕上げている。
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第 82 図 竪穴住居跡出土土器実測図⑧ (1/3) 
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第 83 図 製鉄灯跡1月連遺構配附図 (l/120)
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I. 黄灰色粘質土（焼土・炭含む）
2. 灰色土（粘質）

3. 茶褐色土（焼土・炭を多く含む）

4. 茶灰色土（焼土を含む）

5. 黄灰色土（新しい耕作土）

6. 茶灰色砂質土（粘土を含む．壁体の一部崩落）

7. 暗茶褐色土（焼土・炭多く含む）

8. 3と同じ
9. 黄褐色粘質土

゜
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第 85 図製鉄炉跡実測図 (1/30)

状の炉穴で，西側は畑の開削で欠失している。いわゆる箱型の炉跡で，北壁側には幅の狭い溝，

南壁側に広い溝が設けられ，底面は東から西に緩やかに傾斜し，西側でさらに一段下がってい

る。炉内からは壁体や壁体の一部に使用されたと思われる扁平な河原石が北側壁で検出された。

もともとは北壁側の狭い溝に沿って立てられ壁面を構築していたものであろう。同様な製鉄炉

跡については、福岡県糸島郡志摩町八熊製鉄遺跡で発見されており，本例と同じ扁平な河原石

を壁体の一部に利用している（註 1)。南壁の一部に残存した壁体は現位置を保つものと思わ

れる。残存した壁体と北壁側の浅い溝をもとに炉跡の内法を計測すれば，現存部での底面の規

模は東西120cm,南北40cm前後といえるだろう。壁面の深さは残りの良い北壁で約28cmを測る。
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炉跡内から鉄滓や砥石などが出土している。

出土遺物（図版93, 第86図）

砥石 (1) 花尚岩製の砥石で，研砥面は 3面である。長さ21cm, 幅10.8cmを測る。

(2) 砂鉄貯蔵穴（図版57, 第87図）

製鉄炉跡の南東 4mのところから検出された胴張り方形プランの土堀で，土墟内には多量の

砂鉄がつまっていた。その量は43kgである。土城内底面と壁面は砂鉄の湿気防止のためか焼か

れていた。規模は長径55cm, 短径50cm, 深さ 15cmを測る。

(3) 溝状遺構（第83図）

製鉄炉跡の北 4mのところから検出された幅55-llOcmの東西に走る溝で，西側は畑の開削

で欠失している。現存部での長さは約 4mを測る。溝底は西から東に傾斜していて，断而は緩

やかな U字状を呈している。溝内からは土師器や須恵器破片とともに鉄滓もかなり出土してい

＼ ＼ ー
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第 86 図石器・土器実測図 (1/3)
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第 88 図表採土器実測図 (1/3)

゜
1m 

第 87 図砂鉄貯蔵穴実測図 (1/20)

る。湿気を嫌う製鉄炉の排水機能の役割を果たしていたものであろう。出土須恵器から時期は

8世紀前半と思われる。

出土遺物（図版93, 第86図）

須恵器 (2) 高台付椀の破片資料で，復原高台径9.8cmを測る。調整は体部内外回転ナデ，

内底部はナデ，外底部はヘラ起しの後，ナデて仕上げている。色調は暗青灰色を呈し，焼成良

好・堅緻である。

(4) ピット内出土土器（図版58, 第86図）

土師器 (3・4) P241内から 3の上に 4が壺された状態で検出された資料である。 3は低

平な宝珠形の鉦をもつ土師質の杯蓋で，成形手法はロクロを使用した須恵器の手法である。調

整は天井部外面回転ヘラ削り，内面ナデ，口縁部内外はヨコナデで仕上げている。口径

16.95cm, 器高 5cmを測る。 4は高台付きの杯で，復原口径18.8cm, 器高3.8cm, 高台径11.4cm

を測る。調整は外面風化が著しいため不明であるが，内面は丁寧にヘラ磨きで仕上げている。

色調は 3が橙色， 4が橙灰色を呈し，焼成も良好である。

(5) 表採資料（図版94, 第88図）

土師器 (7-9) 7・8は杯の破片資料で， 7は復原口径15.6cm, 器高2.8cmを測る。調

整は外底部ヘラ削り，内面ナデ，口縁部内外はヨコナデで仕上げている。色調は 7が橙黄色，

8が橙黄褐色を呈し，焼成も良い。 9は単口縁の短頸壺の肩部上半の破片資料で，肩部に 1条

の沈線がめぐる。調整は外面と口縁部内外をヨコナデ，体部内面をヘラ削りで仕上げており，調

整手法・器形とも須恵器の特色を備えている。色調は黄灰色を呈し，軟質であるが焼成も良い。
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第 89図 B地区遺構配置図 (1/200)



N B地区の遺構と遣物

B地区は， A地区の南側に形成された狭い舌状台地で，検出された遺構は縄文時代晩期のも

のと思われる土城36基と溝 1条だけである。その分布は台地中央より縁辺部に集中している傾

向がある。また，その形態も様々で一定していない。

1. 土 城（図版59, 第89図）

1号土堀（図版60, 第90図） 台地中央部から検出された不整楕円形プランの土城で，底面

は両小口側が一段下りピット状をなしている。埋土中にはかなり炭化物が含まれていたものの

遺物などは何等出土しなかった。規模は長径265cm,短径164cm,深さ中央部で19cmを測る。

2号土堀（図版60, 第90図） 1号土城の西側に近接して検出された不整楕円形プランの土

城で，両小口側に浅いテラスを設けている。また，底面には 2個のピットが穿たれている。埋

土からは少量の炭化物が出土した他は何等検出されなかった。規模は長径330cm, 短径118cm,

深さ中央部で44cmを測る。

3号土堀（図版61, 第91図） 1号土城の東側から検出された不整楕円形プランの二段掘り

の小型の土墟である。埋土からは底面よりかなり浮いた状態で，ほぽ完形の縄文晩期の浅鉢が

出土した。規模は長径230cm,短径125cm,深さは西側で35cmを測る。

出土遺物（図版61・95, 第92図）

縄文土器 (1-3) 3は口縁が口頸部から短く立ち上がる精製浅鉢形土器で，口縁部内外

面に 1条の凹線状の沈線がめぐる。 1・2は粗製鉢形土器であるが， 1は外面条痕が沈線風に

なり，口縁部に近い部分か。晩期黒川式に近い土器群である。

4号土堀（図版62・65, 第91図） 3号土城の東から検出された不整長方形プランの土堀で，

北壁と東壁側にテラスが設けられ，底面は西側小口がさらに一段下がっている。埋土からは少

量の縄文土器破片と炭化物が出土した。規模は上面で，長径245cm, 短径100cm,深さ中央部で

47cmを測る。

出土遺物（図版95, 第92図）

縄文土器 (4-7) 後期 (4) と晩期 (6・7)が混在している。土堀平面から見ると複

数の土猥が切り合っているようにも見える。 4は後期西平式系の「く」の字に内傾した山形口

縁部片である。風化のため明瞭ではないが， 2条の沈線間を縄文（？）で充填しているようで

ある。 5も胎土からして同時期か。 6・7は精製浅鉢形土器で， 6は外反した口縁が端部で直

角に短く立上り，外面に浅い凹線状の沈線が 1条めぐる。黒川式に近い土器である。

5号土堀（図版62・63, 第93図） 発掘区東南から検出された隈丸長方形プランの小型の土
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第 92 図 土城出土縄文土器実測図 (1/3・1/6)
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墟で，底面は西側小口が一段深くなっている。埋土からは縄文土器小片若干と炭化物が検出さ

れた。規模は長径195cm, 短径111cm,深さ64cmを測る。

6号土堀（図版63・65, 第93図） 4号土城の南から検出された胴張りの方形プランを呈す

小型の土城である。埋土からは縄文土器破片が若干出土しただけである。規模は長径155cm,

短径143cm,深さ37cmを測る。

出土遺物（第92図）

縄文土器 (8) 強く屈曲し，幅の狭い肩部を持つ精製浅鉢形土器である。

7号土壊（図版62・64, 第93図） 5号土城の北側にあり， 8号土城を切った状態で検出さ

れた不整長方形プランの土堀で，底面には 3個の小ピットが穿たれている。埋土からは遺物な

どは何等出土しなかった。規模は長径190cm, 短径133cm, 深さは148cmと深く残りの良い土城

である。

8号土堀（図版62・64, 第93圏） 7号土城に切られた状態で検出された不整楕円形プラン

の土城である。埋土からは 7号土堀と同様，遺物などは何等出土しなかった。規模は長径

214cm, 短径168cm,深さ67cmを測る。

12 
11 

51. 4 om 

゜
第 94 図 ll-13号土城実測図 (1/40)
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9号土堀（図版62・64, 第93図） 8号土城の東から検出された隅丸長方形プランの二段掘

りの土城で，南壁側が一段深く掘り込まれている。埋土中からは焼けた小石が数点出土した他

は遺物など何等検出されなかった。規模は上面で長径315cm,短径149cm,深さ63cm,底面では

長径107cm, 短径36cmを測る。

10号土壊（図版62, 第93図） 5号土堀の西から検出された隅丸長方形プランの土堀で，底

面にはピット 1個が穿たれている。埋土からは縄文土器小破片が数点出土しただけである。規

模は長径225cm,短径172cm,深さ44cmを測る。

出土遺物（図版95, 第92図）

縄文土器 (9) 厚手の粗製鉢形土器の胴部小破片で，所属時期は判明しないが後期の可能

性もある。

11号土堀（圏版65・66, 第94図） 6号土城の西側から検出された不整方形プランの土城で，

複雑な掘り込みをなし，北側小口部が深くなっている。埋土からはサヌカイト片が数点出土し

ただけである。規模は183X 183cm, 深さは最も深い北側小口部で102cmを測る。

12号土堀（図版65・66, 第94図） 11号土城の北側にあり， 13号土墟を切った状態で検出さ

れた楕円形プランの二段掘りの土城である。埋土からは多量の焼土塊が検出されたが，遺物な

どは何等出土しなかった。規模は長径137cm, 短径125cm,深さは東側で38cmを測る。

13号土堀（図版65・66, 第94図） 12号土城に切られた状態で検出された不整方形プランの

土漿で，北・東・西壁側にそれぞれ小さなテラスを設けている。埋土からは土器小片が 1点出

土しただけである。規模は長径124cm, 短径111cm,深さ58cmを測る。

14号土壊（図版65・66, 第95図） 13号土城の北側に近接して検出された不整楕円形プラン

の土城である。埋土からは縄文土器小片が数点出土しただけである。規模は長径180cm, 短径

147cm, 深さ29cmを測る。

15号土堀（図版65・67, 第95図） 14号土城の東から検出された不整楕円形プランの土城で，

底面中央には小さなピットが 3個穿たれている。埋土からは縄文土器破片が少量と磨石・石錘

などが出土している。規模は長径295cm, 短径145cm, 深さ21cmを測る。

出土遺物（図版94・95・96, 第92・96図）

縄文土器 (11・12) 後期 (11) とおそらく晩期 (12) が混在している。 11は深鉢の頸部か

ら胴部にかけての破片で，頸部に刺突がめぐり，以下 3本の沈線が確認され，間を縄文で充填

している。後期太郎迫式に近い土器である。 12は肩部が強く屈曲する浅鉢形土器である。

石器（第96図 1) 扁平に近い河原石の両端を敲打・打ち欠きによって挟りを作り出した

石錘である。 139g。

16号土堀（図版67, 第95図） 3号土城の北側から検出された不整楕円形プランの小型の土

城で，埋土からは黒曜石片が数点と火を受けた小石が数個出土している。規模は長径125cm,
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第 95 図 14-19号土城実測図 (1/40)
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第 96 図 B地区出土石器実測図 (1/3)

短径90cm, 深さ15cmを測る。

17号土堀（第95図） 16号土墟の北側から検出された不整楕円形プランの二段掘りの小型の

土城である。埋土からは縄文土器小片数点と黒曜石片が若干出土した。規模は長径151cm, 短

径80cm, 深さ20cmを測る。

18号土堀（図版68, 第95図） 12号土城の西側から検出された楕円形プランの小型の土堀で，

埋土からは遺物などは何等出土していない。規模は長径84cm,短径74cm,深さ38cmを測る。

19号土堀（第95図） 9号土城の西側に近接して検出された隅丸長方形プランの土城で，北

半部は新しい穴で破壊されている。埋土からは遺物などは何等出土していない。規模は現存部

で長径120cm,短径80cm,深さ 17cmを測る。

20号土堀（図版68, 第97図） 1号土城の南から検出された楕円形プランの土堀で，東側小

口の一部が新しい穴で壊されている。埋土からは縄文土器小片が若干出土しただけである。規

模は現存部で長径160cm,短径102cm,深さ30cmを測る。

出土遺物（図版95, 第92図）

縄文土器 (10) 粗製鉢形土器片であるが，板状工具で整形している。後期か晩期か判別し

がたいが，後期の可能性がある。

21号土堀（第97図） 17号土城の北西から検出された隅丸長方形プランの土壊で，埋土には

少量の炭化物が含まれていたものの遺物などは何等出土しなかった。規模は長径130cm, 短径

108cm, 深さ15cmを測る。

22号土撰（図版69, 第97図） 21号土壊の西から検出された不整楕円形プランの大型の土城

で，北・東・南壁側に複雑にテラスを形成している。埋土からは縄文土器破片が少景出土した。
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規模は長径490cm, 短径160cm,深さ73cmを測る。時期は縄文後期中頃である。

出土遺物（図版95, 第92図）

縄文土器 (13) 深鉢形土器片であるが，退化した縁帯文を持つ西平式系土器（太郎迫式）

である。口縁帯は 3条の沈線を引き縄文を充填している。

23号土堀（図版69, 第98図） 22号土城の北側から検出された不整楕円形プランの土城で，

埋土には少量の炭化物が含まれていたものの遺物などは何等出土しなかっfこ。規模は長径

220cm, 短径65cm, 深さ16cmを測る。

24号土堀（図版70, 第98図） 2号土城の西側から検出された不整形な二段掘りの土城であ

る。埋土からは少量の炭化物と縄文土器片が若干出土した。規模は長径160cm, 短径113cm, 深

さ57cmを測る。

25号土堀（図版70・71, 第98図） 24号土城の西側から検出された楕円形プランの小型の土

墟で，埋土からは少量の炭化物と縄文土器片数点，サヌカイト片等が出土した。規模は長径

100cm, 短径70cm, 深さ76cmを測る。

出土遺物（図版94, 第96図）

石器 (2) 扁平な河原石の平坦部を使用した磨石である。

26号土堀（図版70・71, 第98図） 25号土城の南西から検出された楕円形プランの二段掘り

の小型の土城で，埋土からは土器小片が 1点出土しただけである。規模は長径115cm, 短径

72cm, 深さ15cmを測る。

27号土堀（図版70・72, 第98図） 25号土城の南から検出された不整楕円形プランの土城で，

北壁側には狭いテラスを設けている。埋土からは土器小片が 1点と少量の炭化物が出土してい

る。規模は長径275cm,短径87cm, 深さ49cmを測る。

28号土堀（第99図） 発掘区南西端部から検出された不整楕円形プランの土堀で，北壁と南

壁側には狭いテラスを形成している。埋土からは焼土が多量に検出されたが，遺物などは何等

出土していない。規模は長径158cm, 短径80cm,深さ45cmを測る。

29号土壊（第99図） 26号土墟の南から検出された不整長方形プランの土城で，埋土からは

縄文土器小片が数点出土しただけである。規模は長径183cm,短径62cm, 深さ20cmを測る。

30号土堀（図版72, 第99図） 29号土城の南東から検出された不整長方形プランの土城で，

2つのピットが重複した可能性もあるが，ここでは一つの土城と考えておきたい。埋土からは

遺物などは何等出土しなかった。規模は長径162cm, 短径100cm, 深さ90cmを測る。

31号土堀（図版72, 第99図） 30号土城の東から検出された不整楕円形プランの二段掘りの

土城で，埋土からは多量の炭化物が検出された他は遺物などは出土しなかった。規模は長径

211cm, 短径146cm,深さ38cmを測る。
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第 100 図 32-36号土堀実測図 (1/40)

32号土堀（図版72, 第100図） 31号土渡の南から検出された土城で，南半部は未掘である。

埋土から遺物などを何等出土しなかった。規模は現存部で長径124cm, 短径58cm,深さ38cmを

測る。

33号土壊（図版72, 第100図） 32号土城の北側から検出された不整楕円形プランの土城で，

埋土からは少羅の炭化物とともに縄文土器小片が若干出土した。規模は長径157cm,短径70cm,

深さ18cmを測る。
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2. 溝状遺構（図版68, 第89図）

20号土堀の北側から検出された東西に走る溝で，全長4.15m, 幅55cm,深さ38-17cmを測る。

溝の底面は東から西に傾斜している。溝の断面は緩やかな U字状をなす。埋土からは炭化物や

焼土塊が検出されており，遺物としては黒曜石片が 1点出土した他は何等出土しなかった。

3. ピット内出土土器（図版96, 第102図）

縄文土器 (1-7) 1は内外面に斜位の条痕調整が残り．口唇部がやや肥厚し刻目が施さ

れている。 2は精製浅鉢形土器で，口縁端部が垂直に短く立上り，外面に浅い 1条の沈線がつ

く。 3は口縁部外面に浅い沈線がめぐる鉢形土器。 4・6は，いずれも粗製深鉢形土器胴部片

であるが， 4は胴部から頸部にかけてゆるい屈曲が見られる。 6は内外面とも条痕調整が残る。

5は条痕がナデ消されているが，若干条痕残る。粗製深鉢形土器胴部片である。 7は外面に斜

位の条痕調整が残る粗製深鉢片。

ピット出土土器は， 2の晩期精製土器を除いていずれも粗製土器であり，後期・ 晩期のいず

れとも判断しがたいものが多い。

ー鱈芦声

~ 
'' 

•. 0. 

盲—=;?;
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第 102 図 ビット内出土縄文土器実測図 (1/3)
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v 製鉄関連遺物の科学的分析

概要

長田遺跡出土の製鉄関連遺物の金属学的調査

大澤正己

8世紀前半の可能性をもつ長田遺跡の製鉄炉及び砂鉄貯蔵穴より出土した鉄滓と砂鉄を調査

して，次の事が明らかになった。

製鉄炉出土鉄滓は，低チタン含有の酸性砂鉄を原料として木炭で還元した製錬時の排出滓で

あった。砂鉄貯蔵穴の砂鉄組成は，この製錬滓組成に対応する成分系であった。両者はセット

関係を有するものと指摘できる。

1. いきさつ

遺跡は，朝倉郡朝倉町大字山田字長田に所在する。九州横断自動車道関連調査で，第33地点

として検出された。カマドをもつ古墳時代竪穴住居跡12軒に近接して 8抵紀前半代の製鉄炉と

砂鉄貯蔵穴から遺物（鉄滓，砂鉄）が出土した。これらの遺物を通して当時の鉄生産の実態を

解明すべ<'専門調査の依頼を受けた。

なお，製鉄遺構は平面形が隅丸長方形ともいえる竪穴状の炉穴で西側ば畑の開削で欠失して

いるが箱形炉の可能性をもつ。砂鉄貯蔵穴は長径55cm,短径50cm,深さ 15cmを測り，土堀内底

面と壁面は焼かれていた。砂鉄に対する防湿のためであろうか。 43kgの砂鉄が検出されている。

2. 調査方法

2-1. 供試材

表 2に示す。鉄滓 3点に砂鉄1点である。

表 2 供試材の履歴と調査項目

計 測 値 調 査 項 目

符号 試料 出土位置 推定年代 大きさ 重量 顕微鏡 ビッカース
CMA 化学組成

(mm) (g) 組織 断面硬度

FKl 鉄滓 溝 Sc前tの半可奈肖良
時代 能性

63X30X25 90 

゜゜゜゜FK2 ，， ，， ,, 50X30X20 50 

゜ ゜FK3 ，，， ❖ ，， 36X30X20 30 

゜ ゜゜FK4 砂鉄 貯蔵穴 ❖ 

゜ ゜
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2-2. 調査項目

(1) 肉眼観察

(2) 顕微鏡組織

供試材は水洗乾燥後，鉄滓は中核部をベークライト樹脂に埋込み，エメリー研磨紙の門50,
#240, #320, #600, 門，000と順を追って研磨し，最後は被研面をダイヤモンドの 3μ と1μ で

仕上げて顕微鏡観察を行った。

(3) ビッカース断面硬度

鉄滓中の鉱物組成の同定を目的として，ビッカース断面硬度計 (VicersHardness Tester)を

用いて硬さの測定を行った。試験は鏡面研磨した試料に136゚ の頂角をもったダイヤモンドを押

し込み，その時に生じた窪みの面積をもって，その荷重を除した商を硬度値としている。試料

は顕微鏡試料を併用した。

(4) CMA調査 (ComputerAided X-ray Micro Analyzer) 

EPMA (Electron Probe Micro Analyzer)にコンピューターを内蔵させた新鋭分析機器である。

旧式装置は別名， X線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は，真空中で試料面

（顕微鏡試料併用）に電子線を照射し，発生する特性X線を分光後に画像化し，定性的な結果

を得る。更に標準試料と X線強度との対比から元素定量値をコンピューター処理してデータ解

析を行う方法である。今回は特性X線像の面分析留りであった。

(5) 化学組成

供試材の分析は次の方法で行った。

全鉄分 (TotalFe), 金属鉄 (MetallicFe), 酸化第 1鉄 (FeO): 容量法。

炭素 (C), 硫黄 (S): 燃焼容量法，燃焼赤外吸収法。

二酸化佳素 (SiOか酸化アルミニウム (Al2伍），酸化カルシウム (CaO), 酸化マグネシウ

ム (MgO), 酸化カリウム (K位），酸化ナトリウム (Na20), 酸化マンガン (MnO), 二酸化チ

タン (TiO砂，酸化クロム (Cr20か五酸化燐 (P2伍），バナジウム (V), 銅 (Cu) : ICP 

(Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer) : 誘導結合プラズマ発光分光分析。

3. 調査結果と考察

(1) FKl鉄滓（砂鉄製錬滓）

① 肉眼観察

表裏共に茶褐色を呈する滑らか肌の炉内流動滓の破片である。破面は気泡少なく緻密であっ

た。裏面は炉底粘土との反応痕が認められる。

② 顕微鏡組織
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図版97の①～⑦に示す。鉱物組成は①～③にある白色多角形のマグネタイト (Magnetite: 

Fe3伍），④⑤でみられる白色粒状のヴスタイト (Wiistite: FeO), 同粒内に淡茶褐色の微小斑

点で析出する鉄 (Fe)ーチタン (Ti)化合物，①～⑤にみられる淡灰色長柱状のファイヤライ

ト (Fayalite: 2Fe0・SiOか基地の暗黒色ガラス質スラグなどから構成される。低チタン含有

砂鉄の製錬滓の晶癖である。

③ ビッカース断面硬度

図版97の⑥にマグネタイト，⑦にファイヤライトの硬度を測定した圧痕写真を示す。硬度値

は前者で 551Hv, 後者は 571Hvであった。マグネタイトの文献硬度値は 500-600Hv, ファイ

ャライトで 600-700Hvである註1。ファイヤライトは範囲から若干外れたが，圧痕部のクラッ

クの影響が出たものと考えられて，両者は，それぞれ目標の鉱物に同定される。

④ CMA調査

図版100の SE(2次電子像）に示したデンドライト状に晶出した白色ヴスタイト (Wiistite

: FeO), この粒周辺に析出した茶褐色微小析出物，淡灰色盤状と針状結晶のファイヤライト

(Fayalite : 2Fe0・SiOか基地の暗黒色ガラス質スラグの高速定性分析結果を表 3に示す。検

出元素を強度 (Count)順に並べると次の様である。ファイヤライトとガラス質成分の娃素

(Si), アルミニウム (Al), カルシウム (Ca)主体に，ヴスタイトと，ファイヤライトに係わる

鉄 (Fe)が強い。これに砂鉄特有元素のチタン (Ti), 微量のジルコニウム (Zr)が固溶される。

製鉄原料が砂鉄系と判る。

これらの結果を視覚化した面分析の特性X線像が図版100である。分析元素の存在は，白色

輝点の集中度によって表わされる。ヴスタイト粒周辺の茶褐色微小析出物には，チタン (Ti)

と鉄 (Fe) に白色輝点が集中する。故に，この析出物は，ウルボスピネル (Ulvospinel: 

2Fe0・Ti02)系と推定される。低チタン砂鉄原料の製錬滓によくみかける組織であった。

⑤ 化学組成

表 2に示す。全鉄分 (TotalFe)は43.4%に対して金属鉄 (MetallicFe) 0. 24 % , 酸化第 1鉄

(FeO) 49.1%, 酸化第 2鉄 (Fez伍） 7.23%の割合である。ガラス質成分 (Si02+ Al203 + CaO 

+MgO+Kゆ十Na20)は37.24%のうち，鉄と滓の分離を促進する自媒剤の塩基性成分 (CaO+

MgO)は4.33%とかなり高い。炉温が上昇すれば有利な成分系であった。砂鉄特有元素の二酸

化チタン (Ti02)1. 74%, バナジウム (V)0.25%は酸性砂鉄を原料とした製錬滓成分である。

随伴微量元素は，特異点はなく，酸化マンガン (MnO)0.33%, 酸化クロム (Cr203)

0.061%, 硫黄 (S)0.037%, 五酸化燐（恥〇砂 0.48%,銅 (Cu)0.002%であった。

(2) FK2鉄滓（砂鉄製錬滓）

① 肉眼観察

茶褐色の表皮で流動状肌をもつ炉内滓破片である。裏面も表と同色で木炭痕と反応痕を留め
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る。破面は干渉色で気泡少なく緻密であった。

② 顕微鏡組織

図版98の①～③に示す。鉱物組成は，白色粒状結晶の小ヴスタイト (Wiistite: FeO)と，そ

の粒内のウルボスピネル (Ulvospinel: 2Fe0・Si02)系析出物，淡灰色盤状結晶のファイヤラ

イト (Fayalite: 2Fe0・TiOか暗黒色ガラス質スラグから構成される。低チタン砂鉄を始発

原料とした砂鉄製錬滓であった。

③ 化学組成

表 2に示す。鉄分，ガラス質成分，二酸化チタン (TiO砂らすべて成分系は，前述の FKl

鉄滓に準じたものである。低チタン含有砂鉄を製鉄原料とした製錬滓であった。

(3) FK3鉄滓（砂鉄製錬滓）

① 肉眼観察

黒褐色であるが，ガラス質の多い炉内滓の破片である。表裏に木炭痕を残す。破面は黒色光

沢質のガラスの多い炉内滓であった。

② 顕微鏡組織

図版98の④～⑧に示す。暗黒色ガラス質スラグに未還元と半還元砂鉄粒子を残す。また，フ

ァイヤライト (Fayalite: 2Fe0・Si02)が局部に晶出し，金属鉄やその錆化鉄のゲーサイト

(Goethite : a -FeO・OH)らが点在していた。これも砂鉄製錬滓に分類される。

③ CMA調査

図版101の SE (2次電子像）に示した半還元砂鉄粒子と，ファイヤライト (Fayalite: 

2Fe0・SiOか基地の暗黒色ガラス質スラグの分析結果を表 4に示す。鉱物組成に見合った検

出元素であって，ファイヤライトとガラスの主成分となる娃素 (Si)が強く，これに砂鉄の磁

鉄鉄としての鉄 (Fe) と，ファイヤライトの鉄分が加わって鉄 (Fe) も多い。アルミニウム

(Al)の多いのは暗黒色ガラス質成分に由来する。 ・

該品は，砂鉄特有元素のチタン (Ti), バナジウム (V), 極く微蓋であるがジルコニウム

(Zr)も合せて検出された。 Photo.5の特性X線像でみられる様に，チタン (Ti)の白色輝点は，

砂鉄粒の周縁へ拡散しつつあるのが認められる。半還元砂鉄粒子の存在は製錬滓として裏付け

られる。

④ 化学組成

表 2に示す。ガラス質滓の傾向をもつので鉄分が少なくガラス質成分が多い。すなわち，全

鉄分 (TotalFe)は19.2%に対して，金属鉄 (MetallicFe) 0. 25 % , 酸化第 1鉄 (FeO)14.6%, 

酸化第 2鉄 (Fe203)は10.8%の割合であった。ガラス質成分は，多くて69.4%を占める。こ

のうち自媒剤的役割を果す塩基性成分 (GaO+MgO)は， 2.54%と多く，一般ガラス質の傾向

を表わす。
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砂鉄特有元素の二酸化チタン (Ti02)は，前述鉄滓の FK1・2より少なく 1.02%が検出され

た。バナジウム (V)も低減して0.09%であった。他の随伴微量元素らは，特異な点は認めら

れない。

(4) FK4砂鉄

① 肉眼観察

各粒子は黒色であるが，砂粒を若干混在させるので，やや黒褐色気味を感じさせる。中粒砂

鉄であった。

② 顕微鏡組織

図版99の③～⑨に示す。各粒子はzooμ前後が多く，角ばった粒子で山砂鉄を表わす。砂鉄

中の主なる鉱物組成は，磁鉄鉱 (Magnetite: Fe203・FeO) とチタン鉄鉱 (Ilmenite: FeO・ 

Ti02)である。白色粒子の中に茶褐色斑点が点在するのは他裏鉱物（輝石，角尖石，石英等）

であり，その量は極く微量であった。また，格子組織⑩はチタン鉄鉱と磁鉄鉱とが固溶体とな

り，格子状の微細な組織となっている。この模様をウイッドマンステッテン (Widmann-

statten)組織と呼んでいる。

③ 化学組成

表 2に示す。高品位砂鉄である。全鉄分 (TotalFe)は66.2%であって，金属鉄 (Metallic

Fe)が0.00となく，酸化第 1鉄 (FeO)26.1%, 酸化第 2鉄 (Fe203)66. 7 %の割合であった。

脈石成分の不純物 (Si02+ Al203 + CaO + MgO十恥O+Na20)は5.03%と少なく，自媒剤となる

塩基性成分 (CaO+MgO)は0.79%が含まれる。通常レベルである。

砂鉄特有元素の二酸化チタン (Ti02)は少なくて0.91%, バナジウム (V)0.26%の高品位

砂鉄といえる。鉄中のチタン (Ti)は鉄 (Fe)より熔融点が約252℃高く （鉄： Feが1535℃に

対してチタン： Ti 1788℃)高温で活性化となり，鉄と滓の分離を著しく阻害する。二酸化チ

タン (Ti02)が 1%を割る砂鉄は，糸島半島から福岡平野に賦存するものが著明であった。福

岡県の内陸部に於いても，このレベルがあれば，古墳時代まで遡っても鉄生産のあった可能性

は充分に考えられる。事実甘木市柿原古墳群から出土する鉄滓があった事は報告されていた註20

他の随伴微量元素は特別言及するまでの特異点はない。純度の良好なものであって，酸化マ

ンガン (MnO)0.15%, 酸化クロム (Cr203)0 .14 % , 硫黄 (S)0.004%, 五酸化燐 (P205)

0.16%, 銅 (Cu)0.001%であった。

FK4砂鉄は製錬を行えば，二酸化チタン (TiO砂は濃化して約 2倍近くなる。そうすると，

FK1・2のチタン濃度とほぼ同じ値になって，両者は有機的な繋がりがあるのが認められる。

他の随伴微量元素も大体が対応している。
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4. まとめ

長田遺跡の製鉄炉跡は，律令期の可能性をもつものの時期を特定する遣物を欠き，かつ遺構

の残存度が悪いが一応炉形は箱形炉が想定されて 8世紀前半代が比定される。

出土鉄滓から製鉄工程を探ると，低チタン酸性砂鉄を始発原料とした製錬滓と判った。鉄滓

の鉱物組成は，マグネタイト (Magnetite: Fe304), ヴスタイト (Wiistite: FeO)と，その粒内

や粒周縁に鉄 (Fe)ーチタン (Ti)化合物の極微小析出物をもつ晶癖で，低チタン砂鉄原料の

製錬滓と部類された。化学組成は，二酸化チタン (Ti02)1. 7 %台，バナジウム (V)0.22-

0.25%の数値も製錬滓傾向を裏付けた。

一方，製鉄炉の傍には砂鉄貯蔵穴があった。残存砂鉄は，二酸化チタン (TiO砂が0.91%な

ので，製錬過程で濃縮されて，これを原料とすれば，約 2倍程度の数字となる訳で，前述鉄滓

成分と差異のないものとなる。貯蔵穴内の砂鉄は，製鉄原料として矛盾のない成分系であった。

貯蔵穴砂鉄は，低チタン酸性砂鉄である。砂鉄粒子は角ばって丸味は少なく，浜砂鉄に見受

けられる波濤に洗われた摩耗粒子は認められない。山砂鉄に分類されて，遺跡周辺の花岡岩バ

イラン土壌を水洗比重選鉱したものと推定される。

製鉄炉と砂鉄貯蔵穴のセット関係での類例として有田遺跡群（第81次調査）の砂鉄溜め遺構

(SX20)が上げられる。この砂鉄は，高品位の酸性砂鉄で，全鉄分 (TotalFe)が70.4%と高く，

二酸化チタン (TiO砂 0.53%と低いものであった。この遺構の推定年代は奈良から平安時代に

比定されている註30

長田遺跡の製鉄炉と砂鉄貯蔵穴は，出土遺物が少なくて，遺跡の性格究明が難しいが，鉄滓

と砂鉄から律令期の製鉄跡としての位置づけが考えられた。

註

1 日刊工業新聞社『焼結鉱組織および識別法』 1968。

2 拙稿「古墳出土鉄滓からみた古代製鉄」 『日本製鉄史論集』たたら研究会 1983。

上記文献では柿原H3号墳出土鉄滓例を挙げたが分析値は空欄であった。後日分析を行った結果， Ti02:

1.87%の実績値を得ている。長田遺跡出土鉄滓成分と同系と考えられる。また古墳出土例は次の文献でもみ

られる。

小池史哲他『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告 12』甘木市所在柿原遺跡群の調査 Ill E・F 

地区福岡県教育委員会 1987。

小池史哲他『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告 19』 甘木市所在柿原遺跡群の調査 N D区

1990。

3 拙稿「有田遺跡群（第81次調査）出土鉄滓と砂鉄の金属学的調査」 『有田遺跡群ー第81次調査ー』福岡市

埋蔵文化財調査報告書第129集福岡市教育委員会 1986。
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VI おわ り に

長田遺跡は，小規模で断続的ではあるが，縄文時代，弥生時代，古墳時代，奈良時代にわた

って連綿として形成された集落遺跡である。調査の結果については，既に詳述したところであ

る。ここでは，その成果の一部を若干触れ，まとめとしておきたい。

1. 縄文土器について

本遺跡より出土した縄文土器は，量的には多いとはいえないが，前期から晩期に及んでいて

遺構に伴うものは殆ど晩期前半期のものである。時期的に順を追って遺構との関係を見てみる。

早期末～前期

A地区の54号土城より轟B式の口縁部片が 1点出土しているが，他の出土土器は黒川式浅鉢

形土器であり，遺構に伴うものでない可能性が大きい。轟B式土器は本遺跡付近でも比較的出

土例が多いが，量的には極めて少ないのが通例であり，横断道関係第39地点（外之隈遺跡）の

ように竪穴住居跡に伴って検出される例は少ない。

A地区の21号土城からは，刺突と短沈線を組み合わせた文様の曽畑式土器が検出されている。

別に条痕状の沈線を引いた土器片も出土しており，いずれも曽畑式でも最も新しい部類と考え

られるものである。他に晩期などの土器は出土しておらず土器からだけいえば，前期の遺構と

することが可能である。

中期

明確に中期と思われる土器は出土していない。

後期

後期の土器は， A・B地区で出土しているが，二時期あり，鐘崎式と太郎泊式である。鐘崎

式は A地区表採資料として 1点だけ採集されている。沈線のみの文様構成で縄文は充墳されて

いない。西平式と三万田式の中間に入る太郎泊式は， A地区 9号土城， P32, B地区 4・15・

22号土城の各遺構から出土している。 4・9号土堀からは晩期の土器も出土しているが，いず

れも複数の士城が切り合っており，それぞれ該当の遺構と考えて良いであろう。

晩期

量的に多いのは，晩期の土器である。下限は突帯文土器出現初期までで， A地区の13・22号

土墟， 7号竪穴住居跡が相当するが， 22号土墟出土の土器は突帯文に刻目がなく，やや先行し，

後述の黒川式の新しいものとしたものの一部と重なる可能性がある。いずれも壺型土器は見ら

れない。

遺構として多いのは黒川式に併行すると考えられるもので，黒川式でも新しい要素（刻目突
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帯文出現前まで）のあるものと黒川式，また，それに先行する土器の存在が考えられるが，先

行すると考えられるものは，粗製土器が多く明確ではない。

黒川式でも新しいと考えられる土器は， A地区 1・2・6・11・12・31・58・59号土城， 9 

号竪穴， B地区 3・4・6号土城であり，黒川式併行と考えられるものは， A地区 3・9・

10・54号土城， P141, B地区34号土城である。

器種構成としては，粗製深鉢と精製浅鉢であるが， 11号土墟では組織痕土器（鉢形土器）が

認められ，この時期を特徴づけている。

2. 縄文時代の谷部とドングリ貯蔵穴

(1) 立＇地

谷部とした地点は，表土の除去によって古い自然流路の存在が確認されたものである。空中

写真を見れば明らかなように，谷頭から帯状の青灰色粘土層がつづき，さらにそれが白色味を

帯びて扇状に拡がっている様子を認めることが出来る。現代の耕作に伴うピットなどは別にし

て竪穴住居跡をはじめ各種遺構が，その自然流路部分を完全に避けていることも見ることが出

来る。この自然流路がいつ埋没したのか不明であるが，奈良時代までの集落が自然流路を避け

て立地していることから，その頃までは自然流路（谷部）あるいは湿地として存在していたと

考えられる。

後述するように，この自然流路（谷部）底に貯蔵穴が作られたわけであるが，水量が豊富な

時につくられたとは考えられず，遺跡北側にある谷が新たに開析されたことにより自然流路の

本流が変わり，谷頭からの湧水及び地下水によって湿地として残った段階（少々の流れはあっ

たかもしれないが），安定した段階になって貯蔵穴が作られたと考えるのが妥当であろうと思

われ，遺跡北側の谷の開析が貯蔵穴の作られるよりあまり遡らない頃に行われたと思われる。

貯蔵穴の作られる以前の状態は，かなりの水量が流れ，岸部（特に左岸）の土層を徐々に，時

には大きく崩壊させながら流れていたらしいことが 3本のトレンチの土層によって推定される

からである。ただそれらの層に大きな，あるいは小さなブロックとして挟まれて存在する黒色

粘質土層（含む植物遺体）があり，何回かが湿地状を呈した安定期（？）のあったことも示し

ている。貯蔵穴が作られたのは，土層観察による限り最後の安定期であろうと思われる。下位

の黒色粘質土から杭状の木片も検出されているが，土器片等は検出されておらず時期的なもの

は不明である。

さて，貯蔵穴谷部底に 3ケ所検出されているが，谷頭に近い 1号・ 2号は2.3m程しか離れ

ていないが， 3号は 2号から14m程離れており，自然状況（特に地下）に 1・2号と 3号とで

は違いがあったことも予想され，それが後述するように貯蔵穴の構造の違いに現われている可

能性がある。
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(2) 貯蔵穴の作られた時期

谷部よりの遺物の出土は，本文で述べたように少ない。 1号貯蔵穴内と，その当時の地表ま

たはそれを覆う層から出土しているが時期的に大きく変わるものではない。 1号貯蔵穴より出

土した精製浅鉢形土器よりすれば黒川式であり，貯蔵穴の築造・廃棄がその時期がそれ以前で

あると推定される。 A地区において検出されている遺構を伴う縄文土器は，黒川式を前後する

時期で突帯文土器出現初期までであることを考えると， A地区内遺構（土城）のある部分と貯

蔵穴は同時期であると見ることができる。 7号竪穴住居跡は，貯蔵穴よりやや下り，竪穴に関

しては粗製土器のみで，判断は難しいが貯蔵穴と重なる部分のあることは否定できない。竪穴

遺構の性格が住居に近いものと考えれば，住居と貯蔵穴は隣接して存在していたことになる。

(3) 貯蔵穴の構造

貯蔵穴の掘り込み面は，第 2トレンチで検出された 2号貯蔵穴からすれば現地表下に 2層確

認されている黒色粘質土（ピート層に近い）層の下層を掘り込んでいることは確実であり， 1 

号貯蔵穴もおそらく同様と思われる。検出された 3ケ所の貯蔵穴は，その大きさ，残された状

態から推定される遺構などに，それぞれ違いが認められる。

また，大きさからすれば， 1号が深さ 120cmを越し一番深く，上面径・底面径とも100cmを越

し大きい。 2号は深さ95cm, 3号は完掘時で75cmと続き径も 2号・ 3号と小さくなっている。

断面形は， 1号は底面楕円に近い平坦面をなし，壁は袋状に近い形をなすが， 2号は底面円

形で平坦で円筒状に近い形を示す。 2号の場合， 2号トレンチに偶然かかって検出されたため

断面の観察ができ，発掘での壁の崩れは認められない。 3号は貯蔵穴使用時は，底面も丸みを

帯び，やや袋状に近い断面形を示している。

1号で注目されるのは，貯蔵穴内に現状で長さ30-40cm, 径 5cm程の木材が落ち込んだ状態

で検出されたことである。出土状態からすれば，内部構造（壁または仕切り）に関するものと

は考えられず，蓋などの上部構造に関するものと思われる。通常，このような材木は井桁状に

組んだ壺の用途と考えられるのであるが， 1号貯蔵穴での材木の落ち込みの状態を見ると，ほ

ぽ材木の長軸は南北方向に幅40cm範囲以内に揃ったようになっており，井桁状のものが落ち込

んだものとは考えにくい。しいて言えば，幅40cm内で南北方向にブリッジ状に差し渡していた

材木が落ち込んだと考えられる状況で，作業用のブリッジと言えると思われるが，あくまで出

土状況からすれば推定でしかない。 2号は特別の施設を示すものはない。

2号から14m程離れている 3号では， 1号とは異なった上部・内部構造を持っており注目さ

れる。 3号は検出時は不整形な楕円形に暗灰色土と赤茶褐色粘質土があって何の遺構であるか見

当がつかず，南北方向に試掘溝を入れてはじめて特異な構造を持った貯蔵穴であると判明した。

貯蔵穴は，砂礫層・黒褐色粘土層・青灰色粘土層を約75cmほど胴膨らみに掘り込み，その内側

全面に10-5 cm程の厚さに黄色粘土を貼り付け内壁とし，おそらく植物質のもので蓋をして，
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上を赤茶褐色粘質土で厚さ17cmほど塗り固め密閉したと考えられる。密閉のために貼られた粘

土は下の植物質の蓋が腐ったために下方に落ち込んだ断面をしている。発掘時は，黄色粘土が

貼られた状態でも湧水はあり，湧水を止めるための構造ではなく，貯蔵穴内壁の崩れるのを防

ぐ装置と考えた方がよさそうである。このように密閉して残された貯蔵穴にしては，イチイガ

シ25個，ハカマ18個，カヤノミ 3個といささか少ない。廃棄後，再び使用するつもりで丁寧に

蓋をして貯蔵穴の保存を図ったのであろうか。このように 3号貯蔵穴は，位置も 1・2号から

離れ，構造も違うことから 1・2号とは時期差も考えられるが，出土遺物がなく不明である。

(4) 貯蔵穴の内容物

貯蔵穴内は発掘時でも常時湧水があり， 1日でかなり滞水する状況であった。内容物のうち

堅果類は前述の通りであるが， 1号貯蔵穴では，堅果類以外に他の植物遺体も検出されており

自然に入り込んだ葉・ 木枝も多かったと思われる。 1号貯蔵穴のクスの実や，カヤの実は，意

図的に貯蔵したのか若干疑問が残る。 2号貯蔵穴のようにイチイガシのみ480個というのが，

本来の姿であったと思われ， 3号貯蔵穴も同様であろう。

(5) 加工場の検出

谷部左岸肩部に，第 2トレンチのすぐ南側に大きな石皿が検出された。 26.4X36cmの盤状の

石皿で移動が頻繁に行われるような大きさではなく，やはり固定されたもので，検出された位

置からすれば堅果類の加工に用いられたものと思われる。位置的には 2号貯蔵穴に一番近くそ

れとの関連は当然考えられることである。

しかし，この状況を積極的に裏図ける資料に欠けていることも事実である。一つには，同地

で破砕加工したのであれば，堅果類の破砕された皮が多数遺存しても良いのであるがそれが認

められないこと。また，前述のように，ある程度の流水・ 湧水があったにしても水晒に利用で

きる水量があったとは考えにくいことなどがあげられる。集落内より水場に接しているのは事

実であり，それと石皿，貯蔵穴との関係を積極的に評価しても大きくは狂いは無いと考える。

以上述べたA地区谷部における縄文時代貯蔵穴の検出は，次の点で意味あるものと考えられ

る。

①集落とセットとして発見された。

②貯蔵穴が加工具と共に検出された。

③貯蔵穴の構造が明らかになった。

④貯蔵穴の設置位置と自然地形との関係が明らかになった。

⑤貯蔵穴の時期が明確になった。

3. 弥生時代の遺構と遺物

（木村）

弥生時代の遺構については，前期後葉の竪穴住居跡 1軒，ほぽ同時期のものと思われる竪穴
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遺構 3甚と土城28基があり，その意味では短期間に形成された小規模な集落遺跡と言えるだろ

う。 28基の土城の大半は，これまで一般に貯蔵穴と言われる遺構で，切り合い関係などから少

なくとも二時期にわたるものと思われる。土城の数にたいして竪穴住居跡が 1軒と少なく疑問

も残るが，遺構の遺存状態からして，もともと小規模であった可能性が高い。竪穴遺構とした

3基の内の最も大きい 1号竪穴は竪穴住居跡の可能性も高く，土城群との配置状況からもうな

ずけることである。また，時期は不明であるが 5・8号竪穴もこの時期の竪穴住居跡になると

すれば，数の多い土城群にほぼ対応するとも考えられるだろう。しかし，いずれの竪穴も明確

な炉跡や柱穴なども不明であり，直ちに竪穴住居跡とするには問題もあるが，ここではその可

能性を指摘するだけに留めておきたい。

4. 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の遺構については，後期 (6世紀後半）の竪穴住居跡15軒で，舌状台地よりやや西

側に偏して形成されている。住居跡の切り合い関係からすれば少なくとも三時期にわたって形

成されたことが判る。それはまた，カマドの位置や竪穴住居跡の主軸方向の共通する竪穴住居

跡のあり方から見た場合，①北壁側にカマドを有して，主軸が共通する一群 (2・6・8・

13・14・17号竪穴住居跡），②北壁側にカマドを有し，主軸が共通する全体として大型の竪穴

住居跡群からなる一群 (1・4・9・10号竪穴住居跡），③カマドを西壁側に有し，主軸が共

通する一群 (3・5・11・15号竪穴住居跡）の三つに分類でき，その分類が切り合い関係から

した三時期とも基本的に一致することは同時併存を把握する上で極めて有効であろう。また，

各時期における竪穴住居跡の配置関係においても矛盾がないことは時期区分の有効性を示すも

のといえよう （第103図）。

しかし，竪穴住居跡内出土の土器はいずれも須恵器編年でいぅ illB型式の範疇に入るもので，

竪穴住居跡間の時期差を土器で把握することは難しい。むしろ竪穴住居跡の切り合い関係から

見たカマドを北壁側に有す 2・6・8・13・14・17号竪穴住居跡からなる一群が最初に形成さ

れた単位と言えるであろう。一時期に形成された竪穴住居跡の単位は， 3-6軒と少ない小集

落をなしていたようである。だが，この小集落が単独で自立しえた集団とは考えられず，周辺

の小単位集落と有機的に機能を共有し合った集落として形成されていた可能性が高い集団であ

ったと言うべきであろう。その意味では，今後の周辺地域の調査が期待されるだろう。

5. 奈良時代の遺構と遺物

奈良時代の遺構としては，溝 1条があり，その中からは鉄滓がかなり出土している。時期は

8世紀前半である。その南側からは同時期のものと思われる製鉄炉跡と砂鉄貯蔵穴が検出され

ている。炉型は必ずしも明確ではないが，いわゆる箱型の炉跡の可能性があろう。前項の大澤
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正己氏の分析によれば，炉跡内出土の鉄滓は製錬滓と言われ，貯蔵穴内出土の砂鉄の成分とも

差異のないものとされている。また，この砂鉄は低チタン酸性砂鉄で山砂鉄に分類され，遺跡

周辺の花尚岩バイラン土壌を水洗比重選鉱したものと推定されている。

湿気を嫌う製鉄炉の環境を守るために掘削された溝状遺構，製鉄原料としての砂鉄の貯蔵穴

と製鉄炉などがセットで発見されたことは貴重である。また，製鉄に関連すると思われる「金

場」という小字名が隣接地に残っていることは極めて興味深いことであり，今後の調査の進展

によっては製鉄に関連する炭窯や工房跡なども周辺から発見される可能性があるだろう。

（井上）

-128 -



図版



図版 1

2
 



図版 2

艮Ill直i'1'A地I<令訊伸11'1/i¥ 

＇ ヽ`

＇ ．． 
ぐ

i
}
 

(
C
 

/
＼
 ヽJ

-

• .. ． 
"-·• 
．， ；、,, , .., ,ljt 

~ 

'L 
... ． 

( . ,． --

｀
 

C`

ー、
‘・¥
＼`
ヽ

ヽ
1

し

e

¥
、

i

．
 
｀
 ー

●
 

2
 ｀ 

'". 
-----'囀

梵掘!J. 1 !• リふ1;令l;l

｀
 ＂ ·~ 

,. I <1~ " ,． 
｀
 
．．
 

ヽ`

 
•̀• ー‘

‘
-

?t
 

．
 
．
 

．
 

、＼

．
 



図版 3

｀ 
'"";,'- . "" 

｀ • ... ' 

．、 ヽ
ヽ

1 _., I • :""''-. .tiヽ-~

f 
1、 ·.'i:,._r ',\'✓ . 讐.... ． 

,. ぐ
• ‘‘ 

ヽ｀ ー(.-a~、 ，． '. . -•, 

し. .{. -:7 
• ") 

｀ ヽ̀~ ~亀，'t... a ¥.,  ヽ .、 ¥ • t 『 一C 

. ¥. 

‘ ー~・
, --~ 曇ヽ ・~ ;;;•. I 、..-．. ・`.、-, “ ¥. .... J. ・-! J, ~ 

- I藝 .-, 亀

＇^ ｀ ． 
' .• 

"'.. ・し...

• 
c-,; 

'-.-) 

., 
...... 

~ 

｀ 
.:.I 

J、 y<> 

., 

<JI.:,, 

_) ~J ヽ

ヽ
...; 

ヽ ノク
・:.., .J, 

-噸•

v_ 

:., 

-

｀ 

｀ 
2 発化［い11央部近屈



図版 4

s
 

.. 
.. -

~ ·~w 
,ii 

“
 

.
J
 

（
 

ク-

J
 

ーエ
山、

>
／
わ

グ

．＇ 
~
 
，
 

]
 

-．4
 

• 
-:, 

" ヽ ~ 

4
‘

，ヽ
 ウ 』；；

．
 
．
 

〇

“-
． 

ゞ

｀
 

一

一

i

/

：羞
ス
・

ノ、一，豆-L、
(.

g

・亀、

.i
 

｀
 
．
 

,. 

． 
し・
,. 

．
 

も

ヽ

｀ 

2
 

7 リ":,~,!く (1-1、•m-~、:;:. Lil: カ・,・,



図版 5

1 12サ怒俎1),,;i介迅物II¥」が、態 （東北から）



図版 6

f;•• • C 

~ 

ぐ

fl, `・

． 7, r ヽ

ヽ

'(:{i ,: --c, し 、, ~ 

、 ＼~-,. 

、c,'t (__ 

'"( I 
l'-.) ' 

｀
 

1 竪·;~,u梢 ・ I ·.樅n<!!fから）

2 Iり.r:,<·;~ 沿構（山から）



図版 7

1 2 ・ :i ・ 9 り＇怪;·~iufi4 I !Ill力ヽら）

2 I り烈~-;-~,l'i り~ (tlJ~£ カヽ:,)



.:, .. 

~ 

1 :, り~<.、I尺 nt/1. 1 1tdt 力•ら）

11• りから）



図版，

7 り~,<:人:ili枯 <,trから1

2 8り？灼'、:;u枯 1れか・・,)



図版 10

9り怒穴Ji'.t枯 （東カ・；＞）

2
 



図版 11

｀ ✓, 

I: 哄r.rr北から1

2 1りI:哄 Ciりから）



図版 12

2りI:地（西から）

2 1りI:咲（西か;,)



図版 13

1 :; :; l:l/~ (Jhカ・ら）

2 Iiりl:J1i<(1H /)• •,) 



図版 14

2
 



図版 15

1 !JりJ.l/1t I •kから ）

2 10リ1:11ぷ (jfjカ・.-,i 



図版 16

2
 



＇ } j k = l i - - f i - ＿ そ 1 3

.- ，  “
 

鴫
~

"·
 

，  
J
'
 

→
扇
恵
珊
一

疇 駆
'::
l 

，， 
-ヽ

図 森 1 7



図版 18

1 l(i り 1 燐~(1'4 から）



図版 19

上 18リI.屈［北東から］

下 20・2:{り1:11ぶ(114から）



図版 20

22りt:llM1から）

2
 



29 • :mサI:墟 ( •ttから ）

2
 



..., 3 3 - J - t = ” ( ｝ ＿ こ と

3 9 " ) - H ” こ c )・ [

回 森 2 2



図版 23

1 ]1~;- f・ ・りII,_ lit1カヽ,・,)

2 :l;, り ,. りft,, りカ・ら）



図版 24

3ll 

，． 

2 :l8・:l!i ;J• I. 咲 11hカ・;,



2 1 1· 12 り [·II/;,,'l~Jti、.-,,



図版 26

r
 

ヽ

＆ 

~ 



『 1 6 } )  云 ” _ ― ミ 1 . [ W

，  

- i ) } J  ｛ l-に こ ． )

図 森 2 7  



図版 28

17り1・11;;._ C1titi・ら）

2 IRり・t.11も（」ヒカ・↓:,) 



図版 29



図版 30

;i I 1;• I.Viii t」1:11¥iカ・ら 1

2 り2りI.Jl:i,()jt/,pら1



図版 31

2
 

1

,

a

t

 

r

J

,
1
｀

ー

H

1¼1 

か

•J 



図版 32

ヅs
 

L
 

t
 

．ヽ

2 :iii・:i7りJ・Jt (」tカ・ら1



図版 33

J 

2 5¥1りI: 収 ( ~t カ・ら ）



図版 34

1 縄文叫（しの谷祁令訊午q,,,;れ

2 谷沌 I.Jo.'1断ffil ( r♦f から ）



図版 35

ヽ

2 ~ 掘した卜／グリ lりlti't,k穴 （北から）



9£E(図

N
 



ァ
し

(<., df~l'l Ujl".f~ ダ堕!Mii:r,、,:.'1 

l£ 到図



図版 38

ト，，グ ')'.)リ貯蔵穴内ドング'IIll I、り、15¥

2
 



"" : I· - ~ > · 7 · I O · J : {· 1 n 」 咲 ゞ パf l歪 茎 H t -― } l 1 、 こ

｀  
一 ヽ か` ，  

▲ [  

1 7  

＇ 、 9d 9  

，  ，  
ー

1 3  

＆  

l C し ― -

＇ 

• 

．  

＼  

ヽ

,̀  t ・

2 . 3 . 5 . 9 . l 6 t i - t 念 パ ( - l - - i ~ 4 、 8 I （ 一 ↓ i 1 , E 竺

~. 
｀
 

·• 
~. 

．． 
... 
,,, ，
 ．
 

＼  
，  
しヽ

）  ヽ
/ 』 ＼ ‘

I .  
ヽ

｀
 

J  
鱒 J

r ``  ヽ

‘―
--
--
=-
-

l
 

‘、

｀  
｀

 
J

 ヽ

▲  

、 し

‘  ‘` ，ヽ ―¥̀ `  
・``F̀  

ず 、 し

ヽ し いし

i ) 、4 』 .

.4  

r̀ l 卜ト ‘ヽ

・ ▼
t  と・

｀  

図 森 3 9



,ヽ.-
• ． 
,_ 

V 
17 

. ・, . . . . ~•---
I 8・10・1:! ·1:1 · 1 7 り怒'/(fl、 l,•:~llt IJIJ力，9う）

.,.
 
｀
 

• 
..こ

•ノ·

噸” ．雙

10 .. 

13 

2 I リ竪i\'.fl:I,•:~か(rtlから）



図版 41

2り竪穴n-1,,:判 (,tiから）

2 ;I, サ呪穴!IIM介カマ ド iJ}jカ・ら）



～
 

3 } 言 念 ． ｛ ｛r u . H、 ] ＇ ヘ ナ ． （｝ k 1 • こ

3  \
J
~
 

パゞ f - ．f
『

t 玉 f u k 1 . [ J

ー・• 
f !  感

9 ‘~ · 

』

図 森 4 2



図版 43

1 •I り「;,,i\fl· l, •:W.: litJかり）

LE 

2 1 り竪穴fU~;~カマド (I打から）



w
姿図

(c•1 ・念き負{`● ー[['H"--l- ｝•55- （こ3



図版 45



Ii り竪穴!U~; f,r.11..1 I: 協111I: 状態 （北か：）

2
 



図版 47
ヽ

ヽ

ヽ ヽ
》

)
 

｀ 
｀
 
..
 
｀ 

．．
 ， 

疇

｀ {• •• ‘、
A

.-．．
 .,J :~ 

8 ·1 3サぢ勺'..:iH•:跡 r,t1か・.J

“
F
 

2
 

8 り哭·/~fu,,;~ ( rtiから ）



図版 48

1 完拙後の 8 リ怒,\:(!),•;~. Iけ）からi

2 X り~:$グ<11:J.,;~が））マト,,、lI岱rn1l・A人fざ IHJカ・:,)



図版 49

2 !)~; ~ り'dl :IM~ <rtiカヽら）



図版 50

• 

“
 10り竪＇／し11:1,,;跡 ti¼1 か;, )

2 10り竪穴f11,,: 勅，カマド (Jりから1



図版 51

~ 

I I り~~,又flf,rn, I !It力d,)

. ;. ~ ~ 
滲....

、1
り

・.,>, 

2 1:1 リ色、~,··~fl:I.•:fり (Iりiガ↓ヽ．．） ｝



図版 52

C 
~ 

辺璽i
c
 ご譴

苧

1:1り緊,\~fl)心蹄内 I :器/1¥j tJ、慇（北から）

2 1:1り竪・,'(fj/,,;判カマド{1tiから）



図版 53

~ -~ 

1 完拙後の l:lり竪i'-~11.J,,.;跡 (1¼1から'1

2 :l ·1 1 り ~,,<,:~IH.•;Jが I rtiカヽ．． ）） 



図版 54

上 1 7 り t、~·,\: ( 11,,;.跡11•)

I: 盛Iii! · ~}、態 (I'りから）

下 l11JI (ltJから 1



""
 

1  ¥ J  " : ~ i公 r -―- i n . -― 9 j ― ぃ 琺 i -― ―い 4 A f歪 tゞ

- -1
:•

J 



図版 56

1 ~~ 打•i介 \I) (I'll・カ・ら）





図版 58

I ピ.,ト内IllI. L帥i;;.(西から）

2 ,f<な ・)た I:帥岱［西から）



図版 59

i
 

d
 

こゞ

一巴
冒璽璽!

2 1・<111過粉.I\ 地Ii.~• :~. (北,~↓カ・ら ）



図版 60

1 1 ・ 2 りl り長 (1♦1 カ、；~i

2 I・2りl収 (1ft,から）



~ 

/
.i
 

~ 

J

J

 し、

~· 
2
 



図版 62

~ 

，
 

1 1り1戦（東から）

-
，
 

遭 ｝
19 ・編0

2 !l・7 -!l・19 ;; I・ 咲群 （北から1



図版 63

1 :, リ・!:litC.ltカ・ら｝

2 (jりI:りlI•!tか,, )



図版 64

ヽ

:r' 

嘔し
累

凩――
.,...P 

1 7 · 8 り I.~(北から l

2 ti ,;• Ut. Utカ・；，）



図版 65

r-:. 一一

一~ 

一~ ... 
ll 

II 

． ． 
「“

1 4・Ii・11-l:iりl哄群 iれから）

一~
~ 

12 

111 

~-

． ． 
2 Ii・11-14り1哄訂 ('4!から）



図版 66

鼻・

．
 

1 IIりl:l灰 { f~j カ・ら）

r2 

2 12- 1~ り1咲打（東から）



図版 67

J
 

,
9
.
9
 K̀ “i 

,.., 

15りl力 （東カ・．））

2
 



図版 68

1 18リLI/負 (ft)からi

,;,; 

• 

2 20~;- I: 嗅と 1り消（北からl



図版 69

， 

I~ 
ら

1 22り 1:)1名 (•4から）

2 公｛サ l:J虞 tJヒから）



図版 70

21 :; 1-. り;し1t!lt力、・,l 

--一 少

．
 

、＇．． 声

29. 

遍

~ ... 
ぉ

2 2:i-27・2り<l6りIlf~lr!'( 火から）



図版 71

2:iりI:咲 （北から）

;, 

2 26りI: 垢~ (東ーカ・ら）



図版 72

1 27り;f・llt, (~ ヒカ・よ・,)

2 :m-:i:, り1咲f,f(北から］



図版 73

5
 

-品迄に

7り竪'./dilr'li介II',I: 縄必 I.?.~`

 

11 

2
 

I"! I・ 災lttl



図版 74

.,,
 

一
哀5 

“‘ ．゚．． 

゜‘’~• 0, ;:!: 
... 

‘ → ・-
~ 

... 
... .. 

N .... N 

• ‘‘~ ― 

-

~ 
＝ 

-'゚

，＼地!lIll I: ィii;



図版 75

5
 

、3

?
,
．9.
}

し-
J
 

”.＂む
．
．
 

，
 ．．

 

ーし

ヽ
2ゞ｀
 

奮
阻
い
｀
― 

J
 

9
`
 1

.
 

ゞ
．

，
 

r
 

ヽ

.,.... 

，
 

．
 

-
• 

.
 

•̀ 

rt
 

含
笠
・

祝
・̀
・・

r
·
.
_
;
、
~
ヽ
うミ

[
.
f．ヽ＂

IC 
遭

2りが,\:ln.•;i介 . :! り竪穴II¥l・ 縄文・ 1糾 ；I・. 岱



図版 76

11 

ご！

5
 

12 

,、 農95
 

1 竪穴/1¥1'. 縄文u:;

▲
 ≫ 

ll 

8
 

12 

• 15 

ll 

2 f11J 1: 火 rill



図版 77

10 

J:UJ./l¥ U還え I?,:;.

｀ 

10 

2 1 .. 1 I. 'f.. 1f1i 



図版 78

2
 

ll 

I・ 閲i/HI: 紺しえ u:;2 

11 

10 

12 

2 fuj 1-. 火 lfll 



図版 79

1 l:h~/1', I縄文 1器 ，3

疇

6
 ．
 耀

直
＼
＇

冨

2 ful I 火 lffl



図版 80

＇ 

1 I'. 咲IllI縄:U:沿 'I

”，A 

2 l11J l・ 'Jl 1f1i 



図版 81

s
 

ヽ
• 

戸

12 
ll 

IS 

1 I: 鴻Ii¥I: 純i.uふ'5

こ 7
 ．

 

.. 
lJ 

15 

2 luf I: j~1fli 



図版 82

炉

疇
阿
ぐ →、;<'..• -;'., . • • • :・ 

10 
12 

~ 

秀彎贔
12 

5
 

伽・ ←年=':I. 
・ヽ.

-ごご一~ ｀ ？ ｀ l _J ・ ぐ．

..' --・ -• ヽ，；._:. 

. .・・ . 
ヽ

ヽ ， 
'・ .・ ゞ`・`．`. _.,. .. .. 
、

~. . 

』ヽ

--― 
21 

，
 

23 

11 28 

竪穴 ・リ~ti\ I: I: 器



図版 83

ヽ

｀
固ぷ』

¢
 

ヽ

r,. 

；
．
≫
か
、
:
:
ゥ

な

．．
 
5

．
》

ヽ

y
,．
 

,;nF̂
,．9

に

し論
4

9

ぶf

儀凰

t111 
衣i

ぅ
” 

｀ 
｀ 

お

51 

冒

S

31 

％ 

心甚涵言

i
 

Iヽ
57 

印 ＊、;,.--~~: 尋-
峡 f・..,
豆；●~'.、●●●Ji ー

可

” 
58 

I. 墟ii¥I I・＿器'I



図版 84

ー

“ー.i
2̂

亨`，

、9

.

,

，
 

．．
 

オ

t

5ゞ

f

.

＇ 

9
 

.
 

..• 
(]/` 

••. 
9

.

 

』
-

~ 

＇ 瓢

61 “ 

r ．
 

711 

“ 

71 

“ 

73 

砧

叩

” 
l城IHLU;;(2 



図版 85

1.
 

｀
 

＊・
・
ペ
0

9

≫
 

4
.
 

▲

d
 r

.

“

・疇．
4

、

・ヽ
＾.

6.4
曹
贄

‘̀
4 

．`
 

．． 

、

•• 

;r,．r

{
 

9
.

へ
.
`
`
‘
L
 

らi

1

 

J
 9

.
 

t
.
 

f

、

曇

4

.

.

 

．．
 

•,• 

ャ，.r,'

,
 

”
 

91 

， 

81 

u
 

-,, 亭
101 

102 

100 

105 

911 107 

I哄 11:I I沿：； (:I, 



図版 86

• 
• 

．
 

．
 
す
・

ン

Jr・
`
 

9•,r 
4
 ~

 

．
胄

-d
.
 

．
 

．． 
．
 

マ

‘",t
`
・

J̀ 
•. 

9? 

・｛ぃ’̂
≫,」--^．
▼
•. 
~
 

.
•• 

•. 
f
 
.

.

.

 

.

i

、
4
r・

o
i

.4

,・‘
 

疇
ゴ.、

．
ヽ

ヅ
．

／
 

¥

,
.
 

r
,
．
し
．
▼rィ
~
．J

・

鴫

●

9

亀

.，＇
¥
；
』

~. 

曹
-
.

,
．-
•
ー

`

r
、
.
.

.

．
 

▲
 

．
 

.'．會`□

‘“

9

ぃ`・゚ r
 

員
E
 

覆i:;:

＇ 
l ~ りドング •J \ti汰,-~ :I', tドングリ

-.‘ ー．
 

f
心カ,＇ 

9
1
 

．、.7
 

函J,
．
 

r
 

）
 ＇ 

ク．
／
 

ド9

J

 
，＇ 

ー2
 



図版 87

~ ヽ

l ,¥地I<ピット11;11:f: 渭・iu:: 

に ヽ
?
 

2 Jn) I・rr._ lfiJ 



図版 88

・

CG  

10 

6
 s

 

8
 

~Jf卓ヽIf. ピ／卜 ,1、I ·},!~I :{;; 



図版 89

5
 

1 、＼地lりぶ縄文 I.船

• • 

10 II ロ
,、

<U 
1, ... ., 

“‘ V•U 

~ 

10 ---- It 

口

口

• 噸 I• 

13 

2 i,,J I 公 .u
 

~_ 



図版 90

14 

10 

II 

｀勺穴fU.•:V¼出 I:!: 器 I 



図版 91

12 

18 

19 

15 

ね

16 
23 

17 24 

t::h'·~(n,,;fJr,/1\ t J. 沿;(2 



図版 92

32 

” 

“ 
28 

35 

29 

31 

葺

30 37 

只＜・グ((1:1、,;- ~~・It¥I: U岱 3 



図版 93

＇ ，
 

6
 

況

況

?
 

“ 

竪穴fU.•:·糾/I'.I I沿 .I: 腿品 ・只沿



図版 94

/2 
.2 

・~ 2

6
 

7
 

谷部 ・ビット内 ・/d1.・H Jt~I >< II', I・I硲・{ii:; 



図版 95

.... 
5
 

7
 

噂
ll 

~ 匿匹

尾~~匹 ~ 
15 

1 HJ也1~" I)名IIIU地文 I:?.;

~ 

1ヽ

ロ
~ r.e., 

15 

2 1uJ ,. ,'i~1(11 



図版 96

“ 
·• -"•-' 

5
 

1 II地I{ピ．，卜内mIJ,U: 1:t,;; 

ビ］
6
 

2 (nf (・ ~lfll 



l l I K I 

1<111 ,tif¼ 

惰~I柑I\ I:! 

砂鉄製炒•i}・

idtfJ 火~lJ

外観り火 1/2.ll

`~' 
，ぷ

ヽ・， 

!・-、 0

・

十

・）
 

｀
 

x

,

＇ 

（
 

・一
・
1

1

＇し

¥，

1
ー

ー、
5
u
`

I

)

X

 

（
 

,
!
 

,_’ t

)

1

ヽ

）

巧

ー

織

・̀ 

ず
l
X

（
 

l

,

1

,＂ぇ

i

に、
1
1
1
,
I
l
i

紺

H

庫``

ー山
•

V
r
"
l
t
A

辺
叩
泣

u
o
.
／̀
＂'以保

＼
い
夕

，

肝

が

|

凶

＇
伯
'
)

t
2
,
9
,
人

”》

9

し
．
、

し

1

`

l

l

l

 

l

t

l

,

＂
11

ダ

t

．
力
｀

1

v

l

l

 

t
 

ー

n

l

純

く
ー
、
，ー
t
 

ー

、.`

K
I

l

d

 
＂ ー、
t

J

F

,

6

L

J

‘

t

2

初

＼

ー

¥

+

l

¥

3

”】

1

h

~

一

'I~l al(tll'lllc I凡,l),)
)(1()() 

3』 full,
x似）

:, lull, 
X,l{Ml 

7ご I-/J -入Wit~ lf史 1!1..1t・lit 
F,o) ,1!11,・1/1/itl;L,lll ,L :i'.i:m、
, ,7!111ヽ 分,f,lll(1~.x~w 

別

鼻ー

1

t

!

 

び

t

、
‘

ょ

度

刈

刈

（
 

．，
 J

'

）

i

、

9

I

 

4

、II"

；

l
-

-
rナ
献

叩

叩

•• 

I
 

文

枇

|
」
|

ー

u
 

伍

1
 

.

9

 

糾煉
）

t

ー

）

（
 

り

物

、

ヽ
匁
~
．
（

）

 

~. 

Gil 
祈

し

'
T
W

r

J

1

,

．
 

ヽ

(

2

『

8

l

e

,

 

•h46 

ヽ
9
(•

11 
ー

1

1

 

I

I

 

ぃ`

i

£
 

f
 

，
 

I

j
！

ー

ー

；
贔
X

I

I

ー
！

g

．‘

1

6

,

、

9

ぎ
l

M

F

a

r

.

↑
 

¥¥ USlll~ •Ft'()) 1~,{) •. ,£)()11, 



(21 I・I¥・）

J<.flliM介

（沿内II¥I.J 

砂飲焚純衿'

．
 

x

x
’
 

I
o
o
x
4
0
0
x
 

X
M
x
"
 

）
 I

`

．，
 

,＇‘

.

 

F
 

x. 

K
l
¥
 

ヽ

ー

＼
 ̀̀

 ッ＿

-., 

Cl) I K :i 

J,.111心況

(ii/ii勺/1¥I:) 

砂iV~i<J,i'{



!11 F!'l.1 

Jdli,i'if~. 

し111成i¥:111l.1 

砂 以

DX 8 (2ぶ 20

ll-(f11X ](X) 

1()1)(I(沿

ヽ



SE 

Fe 

Ti 

Mn 

Na 

図版 100

Si 

Al 

Ca 

Mg 

k
 

11¥ I 

X l ,:i(H! 

/[Ill沼t外11',Ut. 沖 I""I I 1/Jl¥ t't ¥沈像



SE 

Fe 

Ti 

＞
 

Mn 

-
ー。璽

■

Ii.―

u
 
巨

＝
疇
疇
璽

p■
-

,

 

―●●―雫

0

0

-

0

 

1i1" 

3

0

-

0

,

，
t
 

図版 101

Si 

Al 

Ca 

Mg 

K 

l・ I¥ .! 

入 1.1~~1

l-i:111直跡II¥I: 以内：ヽ FK:l l q, ヤH'-:粒 {-rJ>~け'!:-. 椋ft



報 告 書 抄 録

ふ り がな おさだいせき

書 名 長田遺跡

副 車自 名

巻 次

シリーズ名 九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 30 

絹著者名 井上裕弘・木村幾多郎・大沢正已

編集機関
福岡県教育委員会

発行機関

所 在 地 〒812 福岡県福岡市博多区東公園 7-7 TEL 092-641-2903 

発行年月日 西暦 1994年 3月31日

ふりがな ふ り がな コ ド 北緯 東経 調査面積
調査期間 調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡番号
0 , ,, 0'"  m 2 

，，長さ田だ遺いせ跡き ふ福くお岡か県けん朝あさ倉くら郡ぐんあ朝さ
404420 570384 33'21'13" 130°45'2b" 19871112- 7500 道路（九州

倉くらま町ちお大おあ字ざや山ま田だあ字ざ 19880518 横断自動車

お長さ田だ 道）建設に

伴う事前調

査

・・,;,, 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

長田遺跡 集落跡 竪穴住居 1軒

1縄文＿十器竪穴遺構 4基
縄文

土城 50基
石器

ドングリ貯蔵穴 3基
ドングリ

I竪穴仕居
1軒

［弥生土器弥生 竪穴遺構 6基
石器

土城 45基

1土師器・須恵器
古墳 竪穴住居 15軒 鉄器

土製品

奈良 ［製鉄炉 1基 鉄滓

砂鉄貯蔵穴 1基 砂鉄



福岡県行政資料

分類番号 所属コード

J H 2133051 

登録年度 登録番号

5 3 

九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー30-

平成 6年 3月 31日

発行福岡県教育委員会

福岡市挿多区東公園 7番 7号

印刷福岡印刷株式会社

福岡市博多区東那珂 1丁目10-15




